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 開  会  

 委 員 長  おはようございます。 

 本日の出席委員は１４人につき定足数に達しております。 

 これから、本日の会議を開きます。 

（１０：００） 

 委 員 長  昨日に引き続き、決算審査特別委員会を行います。 

 農林商工課、農業委員会の説明を求めます。 

 農林商工課長 

農林商工課長  おはようございます。 

 ご説明に入ります前に、１点誤りがございましたので修正をお願いいたします。 

 令和５年度決算に係る主要施策の成果及び将来の課題の８０ページをお開きくだ

さい。 

 一番下の項目の筑前町共同利用肝臓施設となっている箇所です。申し訳ございま

せん、肝臓ではなく正しくは乾燥でございます。乾燥施設への修正をお願いいたし

ます。 

大変申し訳ございませんでした。おわび申し上げます。 

 それでは、農業委員会事務局、農林商工課の説明をいたします。 

 決算書のほうから目ごとに説明をいたします。 

 決算書のタブレット９２ページ、９３ページをお願いいたします。 

 ２款１項３８目新型コロナウイルス地方創生費、支出済額５億１６３万３,０００

円余のうち、コロナ対策として農林商工課が行った事業に関する経費は９６７万５,

０００円余でございます。 

 内訳をご説明いたします。９４、９５ページをお願いいたします。 

 一つ目の段は、１８節負担金補助及び交付金になります。その備考欄の上から二

つ目、共同乾燥施設等電気料高騰対策支援金４６６万円は、電気料高騰の影響を受

けている町内の米麦業共同乾燥調製施設を利用する農業者の負担軽減を図るために

補助したものです。 

 その二つ下、肥料価格高騰対策事業補助金５０１万５,０００円余は、費用価格の

高騰による農業経営の影響を緩和することを目的として、国、県の補助に町で上乗

せ補助をしたものです。この二つ、合計の９６７万５,０００円余が、コロナ交付金

のうち農林商工課が実施した事業になります。 

 それでは、５款農林水産業費からご説明いたしますので、１３８、１３９ページを

お開きください。 

 ５款１項１目農業委員会費でございます。 

 主なものについてご説明いたします。 

 支出済額２,５３９万８,０００円余で、主なものは、１節報酬８５７万３,０００

円余は、農業委員１９名及び会計年度任用職員１名の報酬です。 

 １４０、１４１ページをお開きください。 

 １８節委託料４１万８,０００円は、農地台帳システムの保守委託料でございま

す。国の農地情報公開システムとデータ連携できるシステムになります。 

 続きまして、同款同項２目農業総務費でございます。支出済額６,６６５万８,０

００円余で、職員人件費等が主でございます。 

 １４２、１４３ページをお願いいたします。 

 １２節委託料４５４万３,０００円は、食料・農業・農村基本計画策定に係るもの

でございます。 

 次に、同款同項３目農業振興費でございます。支出済額３億６１３万９,０００円
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余で、主なものとして、まず、７節報償費のうち有害鳥獣報償金は、令和４年から６

年の３年間限定で、有害鳥獣の捕獲について、国の補助に上乗せして、町でイノシ

シ、鹿の成獣１頭につき９,０００円の補助をするものです。 

 １０節需用費の修繕料６７万７,０００円は、みなみの里の落雷による火災受信機

基盤修理に係るものが主なものでございます。 

 １４４、１４５ページをお願いいたします。 

 １８節負担金補助及び交付金、支出済額は２億８,１９１万３,０００円余でござ

います。 

 主なものをご説明いたします。 

 上から二つ目の活力ある高収益型園芸産地育成事業補助金は、園芸品目の生産活

動に必要な機械や施設の導入支援を行ったものです。 

 その二つ下、経営所得安定対策等直接支払推進事業補助金は、水田協に対する国

の推進事務費です。 

 さらに二つ下、水田農業担い手機械導入支援事業補助金は、コンバインや乗用管

理機等の高性能機械の導入支援を行ったものです。 

 その一つ下の多面的機能支払交付金１億１,８７８万５,０００円余は、農地維持

に取り組む３６組織及び長寿命化に取り組む２７組織へ交付を行ったものです。 

 その四つ下、中山間地域等直接支払交付金は、農業生産条件的に不利ではあるも

のの高い水源涵養機能や洪水防止機能等の多面的な機能を有する中山間地域の農業

生産活動を維持するために支援するものです。 

 その二つ下、農業次世代人材投資資金４９６万１,０００円は、新規就農者の生活

支援に資する助成を行ったものです。 

 その四つ下、水田農業ＤＸ推進事業費補助金６３９万４,０００円は、園芸作物の

生産振興を図るため、効率化や農業経営安定化を目的に、高性能省力機械・施設等導

入の支援を行ったものでございます。 

 その二つ下、経営発展支援事業補助金８４６万６,０００円は、就農後の経営発展

のために、必要な機械・施設導入等の取り組みについて支援するものです。 

 続いて、同款同項４目畜産費です。支出済額６３８万６,０００円余です。主なも

のは１８節負担金補助及び交付金の畜産農家経営対策補助金６２５万１,０００円

余で、飼料対策として交付しております。 

 続いて、同款同項５目農地費です。支出済額１億３２万４,０００余です。 

 １４６、１４７ページをお願いします。 

 主なものは、１８節負担金補助及び交付金のうち、上から一つ目、水利施設管理強

化事業補助金は、両筑土地改良区の運営負担金になります。 

 その三つ下、両筑平野用水県営二期事業負担金８,１２４万９,０００円余は、国

営事業で整備した幹線から、引き続き県営事業により枝線の管路やポンプ場整備な

ど施設整備の負担金になります。 

 続いて、同款同項６目農業土木費です。支出済額１億３,５８９万７,０００円で、

主なものは１２節委託料になります。 

 委託料の上から二つ目と五つ目の繰越明許を合計した４０７万円は、ため池劣化

状況評価委託料で、９か所の調査を実施しております。 

 また、委託料の上から三つ目と六つ目の繰越明許を合計した２,７４０万７,００

０円は、ため池耐震調査業務委託料で、３か所の調査を実施しております。 

 ため池の劣化調査については、町内ため池全６８か所のうち、既に改修工事が終

了している８か所のため池を除く残り６０か所について、毎年１０か所前後の調査

を行う予定にしており、令和８年度までには調査を完了する予定です。令和５年度
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末までに３０か所が完了しております。 

 次に、１４節工事請負費の工事請負費８,０８６万１,０００円は、深沼新池・旧池

のしゅんせつ工事を実施したものです。 

 次に、１８節負担金補助及び交付金については、農業土木整備補助金１,３３９万

１,０００円余で、農業施設１１か所の地元施工の工事費用の７割を町が支援したも

のです。 

 原口委員からご質問していただいております農業土木整備補助金の件数と概算事

業費についてご説明します。 

 現時点における活用状況ですが、７団体より申請が上がっており、１,９０９万８,

０００円の事業費に対して１,３３６万９,０００円の補助を実施しております。ほ

かに相談を受けているものが８件ございますので、本年度分の予算については、全

額支出予定でございます。 

 続いて、同款２項１目林業総務費です。支出済額３３万６,０００円余で、説明は

割愛させていただきます。 

 続いて、同款同項２目林業振興費です。支出済額２,０５８万４,０００円余にな

ります。 

 １４８、１４９ページをお願いします。 

 主なものは１２節委託料になります。荒廃森林整備事業施業委託料は、森林の荒

廃の未然防止と荒廃した森林の再生を図る間伐の委託料です。 

 柳委員からご質問いただいております荒廃森林整備事業の有効活用について回答

いたします。この事業は県の１００％補助ですので、搬出の困難な箇所の間伐につ

いては今後も積極的に活用いたします。搬出できるようなところに関しましては、

森林経営計画の中で実施いたします。 

 次の森林経営管理制度業務委託料は、町内２か所の森林管理について意向調査を

実施し、今後の森林管理の方法について事業等の検討をするためのものでございま

す。次の森林振興プランナー業務委託料は、筑前町森林整備計画及び整備構想を作

成し、林業振興を推進するための業務委託です。 

 続いて、６款１項１目商工総務費です。支出済額３,３３９万１,０００円余で、主

なものは、１８節負担金補助及び交付金のうち、上から二つ目の筑前町商工会補助

１,０７５万１,０００円余は、町内商工業の振興対策に係る商工会への運営助成で

ございます。 

 その三つ下、プレミアム付商品券発行事業補助金８２１万９,０００円余は、町内

商工業の振興を図るため、商工会の発行する商品券の２０％のプレミアム分のうち

町が１０％を補助したものになります。 

 １５０、１５１ページをお開きください。 

 一つ目のちくぜん食の仕送り便補助事業１,３１７万８,０００円余は、筑前町の

特産品を家族や友人等に送る際の送料を町が負担するもので、多くの人に筑前町の

ふるさとの品を知ってもらう事業になります。 

 柳委員からご質問いただいております仕送り便、町外在住の利用者の利用料金に

ついてご説明いたします。 

 町外在住者の負担５００円につきましては、各店舗で収入として取り扱い、その

後、運送業者へ各店舗が送料を支払っている状況でございます。運送業者へ支払っ

た額から町外在住者負担額を差し引いた額を補助金として町から支払いをしており

ます。 

 続いて、同款同項４目労働総務費です。予算の主なものは、２０節貸付金ですが、

専修学校技能習得資金貸与事業が利用がなかったため、不用額として上がっており
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ます。 

 続いて同款同項５目消費者行政推進費です。支出済額３５６万５,０００円余で、

主なものは１２節委託料の消費生活センター相談員委託料３２９万４,０００円余

です。 

 続いて、成果と課題のご説明に入ります前に、柳委員から歳入の森林環境譲与税

の不平等感についてご質問いただいておりますので、回答いたします。 

 森林環境譲与税の福岡市と筑前町の比較についてですが、令和５年度の譲与額の

見込みとしまして、福岡市は１億９,４２５万６,０００円、筑前町は８６６万６,０

００円となっており、算出根拠となっております私有林人工林面積は、福岡市が３,

４６１ヘクタール、筑前町は１,２７１ヘクタールとなっております。比較しますと、

福岡市は譲与税額は２２倍、面積は２.７倍となっております。 

 議員ご存じのとおり、この譲与税につきましては、令和５年１２月に税制改正大

綱が閣議決定されたことにより、一部配分基準の見直しがされ、人口割合を５％減

らし、森林割合にその分を上乗せする形とすることで、より森林面積に応じた配分

がなされる内容になりました。 

 ちなみに、この見直しにより、見直し前と比較すると、福岡市は３,３１６万８,０

００円の減額、筑前町は１４万４,０００円の減額となる見込みであります。 

 この配分割合につきましては、さきに述べましたとおり、閣議決定された税制大

綱に沿って国税の改正法案が作成されて、国会を経て定められていることをご理解

お願いいたします。 

 以上で、決算書のほうの説明を終わります。 

 続きまして、資料、主要施策の成果及び将来の課題をお願いいたします。決算書の

説明と重複する内容については割愛させていただいた上で、主なものについてご説

明いたします。 

 タブレットの７４ページからになります。 

 最初に農業委員会です。 

 農業委員会組織運営においては、毎月定例総会開催及び随時運営委員会を開催し、

円滑な農業委員会の運営を図ってまいりました。 

 ２段目の農地法３条・４条・５条の業務についてでございます。農地の権利移動関

係である農地法第３条は４１件、自らの農地の転用である農地法第４条は５件、権

利移転を伴う転用である農地法第５条は６２件の許認可業務や審査を総会で審議し

ております。直近３年間では全て増加傾向にございます。 

 次に、遊休農地対策に関する業務です。担当地区の農業委員によるふだんからの

監視のほか、遊休農地発生防止と解消及び現状の把握のために、農地パトロールを

実施しております。今後も農業委員による継続した指導を実施いたします。 

 二つ飛びまして、農業経営基盤強化促進による農地の利用集積業務です。農地の

担い手への集積のため、農地の売買のあっせんでございます。事業を活用すること

により、所得税の減免により、農地の出し手から担い手への所有権移転を進めてお

ります。 

 ７５ページをお願いいたします。 

 ここからは農林商工課分になります。 

 上から２段目の新規就農者推進事務です。農業次世代人材投資資金、経営開始資

金等を活用し、就農後の経営不安定な機関の資金支援をしております。また、農業に

定着できるよう、関係機関との連携を図っております。 

 二つ飛びまして、多面的機能支払交付金事業事務です。地域の共同活動を通じて、

農業・農村の有する多面的機能が維持・発揮されるとともに、担い手農家へ集中する
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作業負担を地域ぐるみで軽減を図っております。昨年は３６組織で取り組んでおり

ます。令和６年度から新たに５年間の計画がスタートしており、取り組む組織に対

して定期的な情報の提供と助言を実施いたします。 

 ７６ページをお願いします。 

 畜産振興事業事務です。飼料対策として、一昨年に続き、畜産農家経営対策支援金

を交付しております。 

 次に、農業機械導入事業事務です。水田農業の経営体育成の支援と機械等導入事

業を実施しており、通常分とＤＸ分を合わせて９件の実績がございます。機械によ

る作業の省力化、効率化に寄与しております。 

 次に、両筑平野用水事業事務です。決算のほうでも説明しましたとおり、県営二期

事業により国営で整備された幹線から分岐した支線水路改修が進められているとこ

ろです。 

 二つ飛びまして、農村環境整備事業です。ため池の調査や浚渫等に係るもので、詳

細についてはさきに決算のほうでご説明したとおりになります。 

 ７７ページをお願いします。 

 １段目のその他農業土木関連事務は、地元施工による農業施設の改修、補修に７

割の補助を行っており、地域主体の活動を支援しております。突発的なものも多く、

計画的に実施することが困難な場合もございます。要望は増加傾向でございます。 

 その下、有害鳥獣駆除協議会事業事務でございます。昨年は、例年の緊急捕獲の捕

獲事業のほか、県による広域捕獲事業にも取り組み、さらに、一昨年より駆除自治体

の上乗せ補助を実施し、イノシシ・鹿の成獣の個体数を減らす活動を実施しており

ます。そのため、著しく捕獲の成果が上がっており、農作物被害の減少につながって

おります。今後の課題としましては、特定外来生物であるアライグマ駆除に注力す

る必要がございます。 

 ここで、森林整備事業事務について、寺原委員長からご質問いただいております、

林業振興プランナーと地域おこし協力隊の仕事の内容の違いと連携した取り組みに

ついてご説明いたします。 

 令和５年度林業振興プランナーの業務につきましては、１、市町村森林整備計画

改定に伴う業務、２、森林整備管理業務に関する教育・指導・助言、３、伐採造林に

関する指導・助言、４、森林経営計画の認定支援業務、５、森林経営管理制度に係る

業務、６、その他、町の林業振興に資する業務を委託しております。 

 地域おこし協力隊の業務内容につきましては、意向調査結果を基とした森林の集

約化業務を主として、森林整備説明会や森林整備に関する説明会のための森林所有

者宅への訪問、森林調査等の業務に従事しております。 

 両者が連携した取り組みについては、森林所有者宅を訪問する際に、林業振興プ

ランナーも同席し、町の森林整備方針と併せて、伐採の方法や作業道の入れ方等、実

際の整備方法について説明し、森林整備に協力していただけるよう同意取得に努め

ております。 

 また、林業振興プランナーと山林調査に行き、森林経営計画による搬出間伐によ

って整備をするのか、県の荒廃森林整備事業による切り捨て間伐によって整備をす

るのか等、具体的な施業方法の検討をしております。 

 次に、同じく森林整備事業事務について、原口委員からご質問していただいてお

ります、継続した事業の実施と今後の事業計画についてご説明いたします。 

 森林経営計画に基づく森林整備につきましては、委員のご指摘のとおり、災害に

強い森林づくりにあたって、効果的な森林整備方法であると考えております。 

 今後の事業計画といたしましては、令和２年度から実施してきた森林所有者向け
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の意向調査が今年度で町内全域を一巡する予定となっております。これまでの意向

調査結果を基に、引き続き森林経営計画による森林面積の集約化を進めていき、森

林整備のサイクル確立をいたします。 

 ７８ページをお願いします。 

 上から５段目、農地中間管理機構集積協力金交付事業です。中間管理機構を介し

て農地の集約化に取り組むことにより交付される事業で、昨年は東小田上において

実施されております。 

 ７９ページをお願いします。 

 上から２段目、筑前町ファーマーズマーケットみなみの里支援事業です。昨年は

落雷による火災受信機の修繕と老朽化による防犯カメラ改修を実施しております。 

 その下、特産品開発・振興と６次産業化です。食品衛生法の改正により、漬物を製

造する施設に許可が必要になったことから、直売所への製造出荷者に対して施設整

備の補助を行いました。７軒が取り組んでおります。本年６月から許可が必要とな

っており、意欲ある出荷者を支援するため、今年度も継続をしております。 

 その下、市民農園運営・管理事務です。安の里公園の東側にある貸し農園８４区画

の運営で、昨年は８２区画の利用があっております。 

 ８０ページをお願いします。 

 上から１段目、消費者行政事務です。多様化する消費生活トラブルに対して、消費

生活相談員窓口を開設し、様々なトラブルの仲介・助言にあたってきたところです。

センターの運営については、業務委託し、より専門的なアドバイスや近隣自治体の

情報収集、併せて地域公民館における出前講座による啓発活動により、被害防止に

貢献したと考えております。 

 次に、中山間地域等直接支払制度事業事務です。中山間地域の営農維持のため、５

か年で１期の事業に取り組んでおり、令和６年度で第５期が終了しますので、今年

度中に、地元の意向を確認し、方向性について示す必要がございます。 

 柳委員よりご質問いただいております制度終了後についてお答えいたします。 

 中山間地域等直接支払交付金についてですが、交付金制度そのものが終了するの

ではございません。交付金については、集落が活動計画を５年ごとに作成し、その活

動内容によって交付する事業であり、その活動計画が今年度で５年目になるという

ことです。そのため、継続するかは集落で判断していただくことになります。 

 次に、園芸の生産振興事務です。園芸農家への園芸施設や省力機械等についての

支援として、活力ある高収益型園芸産地育成事業や園芸農業ＤＸ推進事業にも取り

組み、機械導入の支援を行っております。昨年は３件の取り組みがあっております。

また、昨年７月１０日にあった大雨災害に伴う被災地園芸産地改植等支援事業を実

施しております。 

 ここで、木村委員よりご質問いただいております肥料価格高騰対策における国内

資源の活用を促すような取り組みについてご説明いたします。 

 町としましては、今年度から筑前町園芸農業土づくり補助事業を行っております。

この事業は、園芸作物を栽培する町内者等に対して、町内で販売されている堆肥の

購入費の２分の１以内を補助金として交付いたします。この事業で、園芸作物の品

質向上のための土づくりを推進し、堆肥の利用を促してまいります。 

 以上で、農業委員会事務局、農林商工課の説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 

 河内委員  成果と課題の７６ページです。 

 一番上の畜産の振興事業事務で畜産農家経営対策支援金、決算の中では６２５万
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１,０００円という説明があったんですが、この７１０万１,０００円は何でしょう

か。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  ご説明いたします。 

 成果と将来の課題のほうの７０１万１,０００円が間違いでございます。 

申し訳ございません。こちら、決算書のほうの６２５万１,０００円余が正しい数

字でございます。 

失礼します。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  項目も違ってないですか。畜産農家振興事業事務じゃないんですか。「畜産の」に

なっていますけど。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  畜産費の中の支出でございますので、こちらで間違いございません。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  もう１点。成果と課題の７９ページ、上から２番目、筑前町ファーマーズマーケッ

トみなみの里の支援業務。具体的措置の中に火災受信機修繕料６７万５,４００円と

ありますが、決算書は６７万７,０００円になっていますが、この違いを教えてくだ

さい。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えします。 

 決算書の１４３ページの１０節需用費、修繕料６７万７,０００円となっておりま

すが、この修繕料につきましては貸し農園の修繕料が若干含まれておりますので、

成果と課題のほうが正しい数字でございます。 

 以上でございます。 

 委 員 長  ほかに質疑ございませんか。 

 山本一洋委員 

山本一洋委員  成果と課題７７ページの有害鳥獣駆除の事務のところでお尋ねをしたいと思いま

す。具体的措置の中で令和４年から６年の３か年のみの実施ということで措置がさ

れて、成果として大変大きな成果が上がっていると思います。多くの町民の方から、

有害鳥獣の件について大変苦労されているというようなことで、お尋ねなり相談も

あるわけでございますけれども、このことで、６年度で終わった場合、次年度、次の

年度について、やっぱり奨励金があるから増えた部分もあると思うんです。そうい

うとこも含めて、次年度どういうふうにお考えなのかお尋ねいたします。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えいたします。 

 委員おっしゃるように、令和４年度が突出して増えております。ただ、令和５年度

では、令和３年よりも多いですけれども、若干、令和４年度よりも減少傾向にござい

ます。取りあえずは、本年度までの捕獲の頭数を確認した上で、今後も捕獲が続くよ

うであれば、被害が大きいようであれば、改めて、継続かどうかは検討させていただ

きます。 

 以上でございます。 

 委 員 長  原田 男委員 

原田 男委員  成果と課題の７７ページ、同じく有害鳥獣の件ですが、私の地区の城山地区、そこ

では以前はイノシシはおらんやったとですよね。しかし、最近増えてきています。し

かし、駆除もしていただいておりますが、なかなか減りません。それは原因としてど
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う思われていますか。それをお聞きします。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  お答えいたします。 

 野生鳥獣、根本にございますのは野生鳥獣の駆除というのが大変難しいというこ

とだと思います。城山地区に特に被害を及ぼす鳥獣というと、カラス、それからイノ

シシ、アライグマになると思います。イノシシに関しましては、三箇山とか曽根田と

か、櫛木ほどの頭数はございません。が、なかなかやはり隠れるところが多いので、

なかなか、全部駆除してしまうということは難しいのかなと感じております。また、

イノシシが外から入ってくることは、一見難しそうには見えますけれども、意外と

水路等を通って山のほうから下りてくるケースもございます。やはり隠れるところ

が多いというのは、駆除の中で難しいのかなと感じております。 

 委 員 長  質問者はよろしいですか。 

 ほかに質疑ございませんか。 

 柳委員 

 柳 委 員  先ほども説明があったんですけれども、譲与税の関係なんですが、要は人口割が

３０％というふうなことなんですよね。それで、山の面積は変わらないのに、例えば

人口割３０％ですけれども、福岡市を例に例えれば、人口がどんどんどんどん増え

ているわけですよね。そうすると、譲与税も増えるわけですよね。しかし、今から過

疎が増える地域が多くなると思うんですよ。筑前町は増えているんですけども、東

峰村とか朝倉市はどんどんどんどん人口減少しているんですよね。そうすると、こ

れは山の面積は変わらないのに譲与額がどんどんどんどん減る。そして、森林に関

する就業人口もどんどん減っていくわけですよ。そうすると、結局、外の業者に頼ま

なきゃいけないようになってしまって、かえってお金が要るのに。国の施策ですか

ら何とも言えないんですけれども。人口減少のところに少ないお金、そして山の面

積が少ない都会がどんどんどんどん流入して譲与金が増えていくというのは、これ

はおかしいと思うんですよね。だから、これは訴えていっていただきたいと思って

いるんで、今後の課題として捉えていただきたいと思いますが。 

 委 員 長  農林商工課長 

農林商工課長  こちらはもう国の税制でございますので、町としてこれに対して強く言うことは

できませんけれども、何らかの機会があるときには、そういった要望等あったとき

には訴えたいと思っております。 

 以上です。 

 委 員 長  原田宏委員 

原田宏委員  ページ７５です。多面的機能の件なんですけども、将来の課題にも書かれている

んですが、確かにこの多面的機能制度というのはもう１０年近くなるんですね。だ

から、一定の成果というか一定の補助ができているんじゃないかと思うんですけど

も、現実論として制度は非常に縮小傾向にあると、長寿命化においては。その中で、

現在、例えば筑前町は圃場整備事業が五、六十年になると。そういう中で成果として

捉えられていいのかと。当然やりたい事業がやれない現実が今起きているわけです

よね。制度改正によって。国の制度改正だからということでできないと。そうします

と、その分だけ、それに該当する地区はやりたくてもやれないと。当然、地方公共団

体、町なりが独自の資金があればできるわけですけども、現実論として非常に難し

いというところの部分について、最終的に今議員の中でも議論しているわけですけ

ども、これが続くようであれば団体をやめたいと。長寿命化をやめたいというふう

なお話があります。その辺のところについて、町としての見解をお伺いしたいと。 

 委 員 長  農林商工課長 
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農林商工課長  お答えします。 

 多面的事業に関しましては、もうこれは国の事業ですので、この中でやっていく

しかないと思っております。 

 ただ、農業用施設の改修と修繕等を行うときに、主に町で案内しているのがこの

多面のほうと、もう一つ、地元施工があった農業土木のほうをご案内させておりま

す。こちらは７割の町の補助になっております。こちらのほうを活用していくか、そ

れとも、今後まとまった面積、まとまったような場所とかであれば、県営事業とか国

の事業とかを検討しながら対応させさせていただきたいと思っております。 

 以上です。 

 委 員 長  ほか質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 委 員 長  質疑がないようです。 

これで質疑を終わります。 

 以上で、農林商工課、農業委員会を終わります。 

 委 員 長  建設課の説明を求めます。 

 建設課長 

 建設課長  建設課でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、決算書８８ページをお願いいたします。 

 ２款１項２６目交通安全対策費のうち、建設課が対応しました経費についてご説

明をいたします。 

 １４節工事請負費２,４９９万円余につきましては、交通安全対策工事を２６件発

注し、カーブミラーや防護柵の設置、区画線の補修などを行っております。 

 なお、区画線の消耗箇所が多かったことから、１２月補正にて１,０００万円を増

額し、区画線の更新を行っております。 

 飛びまして、１４８ページをお願いいたします。 

 ５款２項３目林道費でございます。 

 １２節委託料２７万２,０００円余は、地元区へお願いしております三並林道と曽

根田林道の維持管理委託費でございます。 

 １４節工事請負費５５万円は、曽根田林道と、森山の柳ケ谷林道の維持補修費で

ございます。 

 次に、１５２ページをお願いいたします。 

 ７款１項１目土木総務費でございます。人件費等につきましては説明を省略いた

します。 

 １０節需用費２１４万１,０００円余のうち修繕料３６万４,０００円余は、公用

車の車検整備料及びラジコン草刈機、チェーンソー等の修繕料でございます。光熱

水費１０１万６,０００円余は、道の駅の水道使用料と電気代でございます。 

 １１節役務費７６万８,０００円余のうち通信運搬費３４万３,０００円余は、道

の駅の電話代及びインターネット通信料でございます。そのほか、ラジコン草刈機

の定期点検手数料として１５万４,０００円余、保険料として１９万７,０００円余

を支出しております。 

 １２節委託料８８７万６,０００円余のうち道の駅の運営に係る管理業務やトイ

レ清掃、機械警備等の合計は、７０２万８,０００円余でございます。そのほか、分

筆測量委託料１８４万８,０００円は、セットバックに係る寄附など９件分の委託費

でございます。 

 次に、１５４ページをお願いいたします。 

 １７節備品購入費３５万５,０００円余は、ラジコン草刈機のプロポ代です。水没、
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飛び石による破損で、修理不能のため、２台購入いたしております。加入しておりま

す動産保険で全額補償されております。 

 ７款２項１目道路橋梁総務費でございます。 

 １２節委託料１,３９９万２,０００円のうち、橋梁長寿命化業務委託料は、下髙

場の田屋橋と上高場の中園橋の補修設計でございます。国の道路メンテナンス事業

で補助率５５％の補助金を活用しております。 

 １４節工事請負費４,９０１万９,０００円余は、三並・篠隈線ほか１路線の舗装

補修工事３,９９９万９,０００円と、上高場の竹ヶ下橋の補修工事９０２万円でご

ざいます。 

 ７款２項２目道路維持費でございます。 

 １２節委託料２８５万５,０００円余のうち道路管理等業務委託料２６６万５,０

００円余は、シルバー人材センターに委託しております月４回の道路パトロールと

除草作業の委託費でございます。パトロール報告後に職員で道路の穴埋め補修を行

っております。 

 １３節使用料及び賃借料８万５,０００円余は、除雪作業時のグレーダ使用料で

す。令和５年度は１回、１２月に山間部の除雪作業を行っております。 

 １４節工事請負費４,９９８万１,０００円余は、各行政区からの要望や苦情、道

路の陥没など緊急対応による維持補修工事７６件分でございます。 

 １５節原材料費１５７万６,０００円余は、道路愛護活動に伴う行政区への砕石配

布と道路の穴埋め補修材でございます。 

 次に、１５６ページをお願いいたします。 

 ７款２項３目道路新設改良費でございます。 

 １２節委託料２,２７４万５,０００円余は、朝日の後田１号線道路改良工事の測

量設計ほか４件の委託費でございます。 

 １４節工事請負費６,７０８万円余は、三並・黒岩・三箇山線道路法面保護工事の

ほか２件分の工事でございます。 

 なお、繰越明許費につきましては、篠隈・安野・四三嶋線の交差点改良事業でござ

います。 

 １６節公有財産購入費２２万１,０００円余は、東小田の昭和・片牟田池線道路改

良工事に係る用地費１件分でございます。 

 ７款３項１目河川総務費でございます。１８節負担金補助及び交付金は、県営河

川を守る会への補助金４４２万２,０００円でございます。県からの助成金１３３万

円に町から３０９万２,０００円を継ぎ足して交付しております。令和５年度より従

来の給油券を廃止した代わりに補助金が増額となっております。 

 ７款３項２目河川維持管理費でございます。 

 １２節委託料４４９万９,０００円のうち、安野川基本構想策定業務につきまして

は、安野川の敷設替えを想定した新規ルートや概算の事業費を算出しております。 

 １４節工事請負費５９３万４,０００円余は、梅川など町管理河川の浚渫や樹木伐

採工事６件分でございます。財源に緊急浚渫推進事業債を活用し、災害防止を図っ

ております。 

 １８節負担金補助及び交付金１９９万９,０００円余は、令和元年度から取り組ん

でおります各行政区に対する草刈機購入の補助金でございます。２００万円を上限

に購入費の２分の１を補助するものです。令和５年度は５行政区に対し９台分の補

助を行っております。 

 飛びまして、２１４ページをお願いいたします。 

 令和５年７月の大雨により被災した施設等の災害復旧事業でございます。応急工



 11 

 

事費につきましては、当初予算で計上し、測量設計委託料及び復旧工事につきまし

ては、補正予算で対応させていただいております。なお、予算の一部を翌年度に繰越

して復旧工事を実施いたしております。 

 １０款１項１目現年発生農林水産業施設災害復旧費でございます。 

 １２節委託料につきましては、桑ノ元地区頭首工の測量設計委託料です。 

 １４節工事請負費につきましては、久光地区ほか１０件分の応急工事費８８９万

２,０００円余と、篠隈地区ほか１０件分の復旧工事費７７１万９,０００円余でご

ざいます。なお、１,６００万円を翌年度に繰り越しております。 

 １０款２項２目現年発生林道災害復旧費でございます。 

 １４節工事請負費につきましては、石坂線ほか５件分の応急工事費７２７万１,０

００円と、柳ケ谷の復旧工事費１０１万２,０００円でございます。 

 １０款２項１目現年発生道路橋梁災害復旧費でございます。 

 １２節委託料につきましては、三箇山開発線ほか１件の測量設計業務でございま

して、被災事実の発見が遅れまして補正予算の計上に間に合わなかったため、予備

費より５００万円充用しております。 

 １４節工事請負費につきましては、三並・黒岩・三箇山線ほか９件分の応急工事費

８５０万６,０００円余と、三箇山開発線ほか１０件分の復旧工事費１,８２０万１,

０００円余でございます。 

 なお、２,５００万円を翌年度に繰り越しいたしております。 

 １０款２項２目現年発生河川災害復旧費でございます。 

 １２節委託料につきましては、梅川の測量・設計委託料でございます。 

 １４節工事請負費につきましては、梅川ほか１件分の応急工事費９９万円と、同

じく梅川ほか４件分の復旧工事費５８８万１,０００円でございます。 

 なお、１,６００万円を翌年度に繰り越しいたしております。 

 災害復旧事業につきましては、現場に入って蓋を開けるまで被害の状況が分から

ない不透明な部分が多々ありまして、これらをあらかじめ見込んで積算しておりま

すが、結果として不用額が出ている状況でございます。 

 以上で、決算書の説明を終わります。 

 続きまして、令和５年度決算に係る主要施策の成果及び将来の課題についてご説

明をいたします。 

 資料８１ページをお願いいたします。 

 決算内容と重複する箇所がございますので、要点のみご説明をいたします。 

 まず、交通安全対策費でございます。 

 国からの交通安全対策特別交付金４４５万２,０００円を充当しまして、地元要望

や通学路の危険箇所点検等により安全対策を実施しました。また、補正予算で１,０

００万円増額し、通学路をメインに区画線の引き直しを行いました。 

 全体の事業量としましては、ガードパイプが１.３キロ、区画線が２９.５キロ、カ

ーブミラー４０基等を設置、また、補修をいたしております。２６件発注いたしまし

て、合計５２件の地元要望に対応いたしております。令和５年度末の未処理件数と

しては２１件ございます。 

 今後も、交通安全の確保、地元要望の早期実現に向け、関係機関と連携し、スピー

ド感を持って対応したいというふうに考えております。 

 次に、土木総務費でございます。 

 道の駅みなみの里につきましては、休憩可能で防災機能を備えた施設として県が

整備を行い、町は協定に基づき施設の維持管理を行っております。トイレや駐車場

など、引き続き快適な施設の提供に努めます。 
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 続きまして、無人草刈機でございます。令和２年度、３年度に国の交付金を活用し

て購入した無人草刈機つきましては、令和５年度は６２件の貸し出しを行っており

ます。前年度より若干利用が増えている状況でございます。草刈り作業の軽減を図

り、今後も環境美化活動を継続していただけるよう支援するとともに、機械の定期

点検など適正な維持管理に努めてまいります。 

 次に、土木建設１係、２係の道路橋梁総務費のうち、橋梁長寿命化対策でございま

す。法令に基づき、町内の全橋梁３２３橋について定期点検を行い、予防保全を図る

ことで長寿命化とライフサイクルコストの縮減につなげているところです。 

 ここで、原口委員の、今後補修が必要な橋梁が何か所あるかとの質問についてお

答えをいたします。 

 令和５年度末時点での判定結果では、今後補修が必要な橋梁は８４橋でございま

して、判定区分が健全、予防保全段階、早期措置段階、緊急措置段階の４段階のう

ち、８４戸全てが予防保全段階でございます。予防保全段階、状態としましては、機

能に支障は生じていないが、予防保全の観点から措置することが望ましい状態でご

ざいますので、早期または緊急に措置を講ずべき状態ではございませんが、今後の

定期点検に基づきながら優先度を見極め、国の交付金を活用して計画的に補修した

いと考えております。 

 また、原口委員の質問で、橋梁点検補修事業には技術職員が必要ではとの質問に

ついてお答えをいたします。 

 現在６名の職員で橋梁点検や補修工事を実施しておりますが、定期点検の要領や

補修の候補につきましては、専門知識を要するため、県が主催する研修に参加をし

て技術の習得向上に努めているところです。今後、高度な技術を要する工事の場合

は、現場管理などは業者委託になることも考えられますが、多くの自治体でも技術

職員の不足が問題となっているようです。 

 また、木村委員のご質問で、将来の課題で挙げております橋梁の集約化を検討の

具体的説明との質問にお答えをいたします。 

 これは、地域の実情や利用状況に応じて、橋梁を撤去し、近くの橋梁に迂回して利

用者を集約するという、集約、撤去のことでございまして、国は、財源確保が課題と

なっている中で、橋梁の老朽化対策の一つとして推進をしております。 

 橋梁の建設時から、時間の経過とともに土地利用の変化、周辺人口の減少、道路網

の整備により、利用者が著しく減少した橋粱が全国的には散見されるようでござい

ます。 

 本町においても、今後は検討しなければならないと考えておりますが、地元関係

者との合意形成が最大の課題であると考えております。 

 次に、舗装補修等事業については、老朽化した舗装等の補修であり、年間計画を策

定して実施しておりますが、今後も継続して実施しなければならない事業であるた

め、合併特例債に代わる財源の確保が必要だと考えております。 

 ８２ページをお願いいたします。 

 次に、土木建設１係、２係の道路維持費でございます。 

 各行政区からの要望や道路パトロールに基づき、道路の維持補修を行うものでご

ざいまして、内容は樹木伐採や側溝の土砂撤去、道路陥没など様々で、令和５年度は

７６件発注いたしまして、うち４６件の要望を処理しております。 

 要望内容によっては職員で対応しておりますが、要望が多くて未処理件数が減ら

ないのが現状でございます。 

 課題といたしましては、労務費や資材が高騰する中、維持補修費を抑制するため、

要望内容の精査や施設の長寿命化対策、工法の研究が必要だと考えております。 
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 次に、河川総務費でございます。 

 県営河川の愛護団体に対する補助金でございます。町内２９地区において、年間

２回から３回の草刈り・清掃活動により、環境や景観の良好な維持に多大なご協力

をいただいております。 

 しかしながら、近年、参加者の減少や高齢化により、継続が困難となっており、管

理者である県との協議が必要であると考えております。 

 次に、河川維持費でございますが、浚渫など維持工事を６件、実施いたしておりま

す。河川に堆積した土砂の撤去や樹木の伐採により、危険箇所の解消、災害防止を図

っております。財源としましては、令和２年度に創設されました緊急浚渫推進事業

債を充てておりますが、令和６年度が事業の最終年度となっております。今後の国

の動向を注視したいと考えております。 

 次に、河川維持費でございますが、令和５年度の草刈機購入の補助金は５行政区

９台を補助しております。 

 なお、令和元年度から補助金合計は１４行政区３２台の９４２万７,０００円でご

ざいます。 

 河川愛護活動につきましては、参加者の減少や高齢化により継続が危惧されてお

りますが、草刈機購入の補助制度や無人草刈機の貸し出し事業のさらなる利用促進

を図りながら、できる限りの支援を行ってまいりたいと考えております。 

 ８２ページをお願いいたします。 

 最後に災害復旧費でございます。 

 毎年、全国各地で大雨や台風、地震等自然災害による被害が発生しており、その被

害は激甚化しております。災害復旧事業につきましては、事前の危険箇所の定期点

検と被災後の迅速な復旧を基本に取り組んでおります。 

 令和５年度につきましては、７月に発生した豪雨災害が国の激甚災害に指定され

たため、農業用施設災害復旧補助事業の増嵩申請を行いまして、補助率を９２.２％

までかさ上げすることができ、受益者の負担軽減を図ることができました。 

 また、町の単独事業においても、分担金徴収条例を一部改正し、受益者負担軽減を

図っております。 

 今後も、原課としましては、災害に対応すべく、引き続き危険箇所の定期点検を行

いながら、日頃から防災意識を高く持ち、災害発生時には迅速かつ適正な復旧に努

めてまいりたいと考えております。 

 以上で説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 柳委員 

 柳 委 員  ８２ページの成果と課題ですけれども、土木建設１、２の河川維持費なんですが、

安野川の関係です。多分、安野地区から深沼池までの土地の地下を通っている水路

のことだろうと思うんですけれども、目安としてはいつ頃になるのか。それから、安

野地区、以北、東側ですね、そちら辺の水路も安野川として取り扱うのかということ

ですね。あれは大刀洗飛行場の関係で作られた水路だろうと思っているんですけれ

ども、安野地区から以北の分も何かあるのかお伺いしたいと思います。 

 委 員 長  建設課長 

 建設課長  お答えいたします。 

 安野川の改修につきましては、令和５年度に基本構想を策定しております。その

中で、先ほど申し上げました迂回するようなルート案と、概算の事業費を算出して

おりますが、その事業費が莫大な金額になりまして、以前より国なり県なりに相談
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をして補助事業を探しておりますけど、現在のところなかなかそのような補助金が

なくて、現在のところ工事の予定についてはまだ未定でございます。 

 委 員 長  中野副町長 

 副 町 長  この件については、もう十数年前から調査研究を行っております。 

 あそこの地下、河川と申しますか、これはもう戦争前に日本軍によってつくられ

た地下河川でありまして、それが今、民家の下を通っているような状況です。 

 それで、分筆をしてきちんと水路を指定すれば、町のほうでも、もし災害等によっ

て補修が必要になったときには出せるんですけど、今の状態では民家の下、民地と

いう形を取って、以前役場のほうで安野河川というふうなことで一応指定はしてお

りますが、民家の下を通っとるということでなかなか手が出せないということで、

町長にも国のほうへ申し出てもらいました、何度も。そういうことで、なかなか旧日

本軍がやった事業については、どの省庁もうてあってくれないというふうなことで、

非常に困って、なぜ、旧日本軍がやったものを筑前町の住民が負担してそのような

ことをやらないかんかというふうなことで、いろいろ意見書を出しながら、いろん

な議員さんにも動いてもらっておりましたが、なかなか、地下河川補修、修復するよ

うなことはできないということで、分筆の費用でも国のほうが出してくれれば、一

応考え様はあるんですけど、それもなかなか難しいというふうなことで。 

 そうすればどうするかというふうなことで、もう外へ持っていくしかない、開口

するしかないというふうな形で、今いろんな調査研究を行っております。とにかく

かなりの費用を要しますので、これは全ての議員さんに知ってもらっておかないと、

大きな金額が今後出てきますのでですね。いつかこれが決定すれば、また詳しく説

明はしなければならないというふうに思っておりましたが、今回そういう質問が出

ましたので、こういういきさつであるということだけはご理解願いたいというふう

に思います。 

 以上です。 

 委 員 長  質問者よろしいですか。 

 ほかに質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 委 員 長  質疑がないようです。 

これで質疑を終わります。 

 以上で建設課を終わります。 

 委 員 長  都市計画課の説明を求めます。 

 都市計画課長 

都市計画課長  都市計画課でございます。よろしくお願いいたします。 

 決算書１５６ページをお願いします。 

 ７款４項１目都市計画総務費、支出済額９億１,７７９万５,０００円余。 

 ２節給料から、１５８ページ、４節共済費までの職員人件費、財政課所管分の１８

節負担金補助及び交付金のうち、下水道事業会計繰出負担金並びに２３節投資及び

出資金の下水道事業会計出資金は説明を省略します。 

 また、２７節繰出金の工業用地造成事業特別会計繰出金４,５４０万７,０００円

は、特別会計決算の歳入繰入金でご説明します。 

 これらを除くと、都市計画課の支出済額は、令和４年度から３,７５８万円余増の

３,９１５万７,０００円余。主な増額要因は１２節委託料の３Ｄ都市モデル作成業

務委託料３,１１８万５,０００円によるもの。本業務は、国土交通省の補助金を活

用し、基本図を修正するとともに、現実の都市を仮想空間に再現する３Ｄ都市モデ

ルを整備したものです。 
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 １８節負担金補助及び交付金のブロック塀等撤去費補助金３０万６,０００円は、

危険なブロック塀などの撤去工事を実施する者に対し、補助対象経費の２分の１以

内、１６万円を限度として交付するもの。 

 住宅リフォーム補助金５０９万６,０００円は、町内事業者を利用して住宅リフォ

ーム工事を実施する者に対し、補助対象経費の１０分の１以内、１０万円を限度と

して交付するもの。 

 木造戸建住宅性能向上改修工事補助金６０万円は、住宅の性能向上改修工事を実

施する者に対し、最大８０万円を限度として交付するもの。 

 老朽危険空家等除却費補助金１５０万円は、老朽化した危険な空き家の除却工事

を実施する者に対し、補助対象経費の２分の１以内、５０万円を限度として交付す

るものです。 

 次に、７款４項２目公園費、令和４年度から５,９９２万８,０００円余増額の支

出済額１億４,１０９万４,０００円余。公園費の増額要因は主に二つ。一つは１２

節委託料の増、８７５万３,０００円余の増。これは、人件費及び原材料費の増や仕

様変更によるもの。もう一つは、次のページ、１４節工事請負費の増、５,３５９万

５,０００円余の増。これは歴史の里公園駐車場再整備工事、藤の里公園トイレ改修

工事及び安の里公園防犯カメラ設置工事を実施したことによるものです。 

 ここで、柳委員から事前質疑がありました城山開拓負担金の内訳はというお尋ね

についてお答えをします。お尋ねは１８節負担金補助及び交付金、城山開拓組合負

担金１８万円についてです。城山開拓組合は、城山地区の水路、ため池などの環境整

備を目的に、城山地区の土地所有者で構成された団体です。筑前ぽぽろは対象区域

内にあり、町も組合員として加入し負担金をお支払いしています。負担金は２年に

一度、１反あたり３,０００円、面積６反分の１８万円をお支払いしています。 

 ７款５項１目住宅管理費、町営住宅に係る経費です。令和４年度から３,７３０万

５,０００円余増額の支出済額１億６,３４１万円余。主な増額は、１６２ページ、１

４節工事請負費、令和４年度から３,７１３万６,０００円余の増。工事請負費のう

ち、主なものは、町営住宅新町団地改修工事１億１,５７７万５,０００円、国土交通

省所管の社会資本整備総合交付金を活用して、老朽化による屋根及び外壁等を改修

したものです。令和２年度に見直した町営住宅長寿命化計画に基づき、令和３年度

から３年間実施した事業の最終年度となります。 

 なお、１２節委託料のうち新町団地改修工事監理業務委託料も、国交付金の対象

となっております。 

 以上で、決算書の説明を終わります。 

 次に、決算審査特別委員会資料、主要施策の成果及び将来の課題についてご説明

をします。 

 フォルダー、決算審査特別委員会、Ｒ５年度決算に係る主要施策の成果及び将来

の課題、８４ページをお願いします。 

 主なものを説明します。 

 都市計画係です。 

 都市公園維持管理業務、都市公園外維持管理業務、多目的運動公園筑前ぽぽろ維

持管理業務、公園遊具・施設修繕事業につきましては、都市公園関連の維持管理業務

です。施設の長寿命化促進及び利用者の安心安全確保に努めました。 

 建築確認申請事務、開発行為等許可事務、国土利用計画法に関する事務、次のペー

ジ、屋外広告物事務につきましては、法条例等に基づく窓口業務、指導業務です。近

年分譲住宅の開発や共同住宅建設が増加傾向であり、引き続き適切に調査、協議、指

導を実施いたします。 
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 企業誘致推進事業、企業誘致関連道路整備事業につきましては、工業用地造成事

業特別会計でご説明いたします。 

 次に、住宅政策係です。 

 町営住宅維持管理業務につきましては、定期的な点検、その結果を踏まえた計画

的な修繕による予防保全的管理、長寿命化に資する改修工事を実施しました。 

 町営住宅使用料賦課徴収業務につきましては、現年度分収納額が令和４年度から

８３万９,０００円余増額の７,２２２万円余、収納率も令和４年度から０.８４％増

の８９.９４％、滞納繰越分収納額は、令和４年度から３５９万２,０００円余増額

の１,０６２万４,０００円余、収納率は令和４年度から５.９４％増の１８.７０％

となっています。 

 ここで、柳委員から事前質疑がありました滞納繰越分が令和４年度７００万円余

から令和５年度１,０６０万円余と増加となった要因についてお答えします。 

 分析した結果、大きく二つの要因があります。 

 一つ目は高額滞納者の入金です。令和５年４月に３４２万円余、１２月に１９０

万円余と、ほかの月よりも多く収納がありました。このうち一人の滞納者につきま

しては、税も滞納があったところですが、税務課と共同で１年余りご本人と協議を

続けてきた結果、相続した固定資産の売却益を滞納分の家賃に充てることができま

した。 

 二つ目は、高額滞納者ではないにしても、家賃を支払う経済力がありながら滞納

を続ける誠意が見られない入居者に対して、これまで以上に厳正な措置を取ってき

たことです。令和５年度より収納対策アドバイザーに明渡しなどの法的措置につい

て支援を依頼し、その効果が現れており、手応えを感じているところでございます。

今後も誠意が見られない滞納者につきましては、厳正に滞納は許さないという対応

を実施してまいります。 

 次のページ、木造住宅耐震改修促進事業交付件数１件、ブロック塀等撤去促進事

業交付件数２件、老朽危険空家除却促進事業交付件数３件。安心安全に暮らせるま

ちづくりを推進するため、今後も制度の周知・啓発を行い、継続した取り組みに努め

ます。 

 空家対策事業です。空き家対策につきましては、空き家相談を受け、現地調査、空

き家所有者に対する適正な管理指導を行い、併せて県の無料相談イエカツの紹介、

空き家バンクの登録を促し、利活用の促進を実施しております。空き家バンクは５

年度は申請１１件、うち２件が登録となり、いずれも売却契約が成立しております。 

 最後に住宅リフォーム補助事業です。居住環境の向上と地域経済の活性化、移住

定住の促進を図ることを目的に、町内事業者を利用した住宅リフォーム工事につい

て補助するもの。交付件数５８件です。 

 ここで、原口委員から事前質疑がありました、令和５年度５８件の補助をされて

いるが、予算の関係で補助できなかった件数があるのか、あれば件数はというお尋

ねについてお答えをします。 

 本補助金は、事前申請をされた方の中から、予算の範囲内での先着順としており

ます。町への交付申請の前に予算枠を事前に確保するという意味で、事前申請を必

須としております。理由は、住民の方が申請しようと各種書類を集めたときにはも

う補助額がなくなって申請ができなかったことなどを防ぐためです。このため、事

前申請で予算枠を確保されていた方につきましては、途中でキャンセルされた方を

除き、皆さん、補助金の交付を受けております。 

 ただ、年度後半お問い合せがあった際に、数名の方に対し５年度の予算枠がなく

なりましたので６年度で申請をお願いしますとお話ししたことがあります。具体的
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な件数につきましては集計を取っておりません。ただ、補助金の予算枠が終了した

ことにつきましては、すぐにホームページなどでお知らせしたため、特に苦情等は

お受けしてはいないところでございます。 

 以上で、都市計画課の説明を終わります。 

 よろしくお願いします。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 

 河内委員  決算書７款５項１目７節報償費ですが、町営住宅管理人手当、これはどこの町営

住宅でしょうか。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えします。 

 基本的に全ての町営住宅に管理人がいらっしゃいますので、そちらへの報償費と

なっております。 

 以上です。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  全部で何人いらっしゃるんですか。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えします。 

 町営住宅、２０団地ありますけれども、中には管理人を置かないというところも

ございます。そこを除いて最大２０団地、２０人いらっしゃるということでござい

ます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  成果と課題の一番最後ですね、住宅リフォーム助成制度、昨年から７年度までの

３か年事業としていますけれども、以前もこの事業をしていただいて、途中でやめ

てまた復活したわけですよ。その期限を切る理由は何でしょうか。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えします。 

 町の事業全てが事務事業評価を行っておりまして、基本的に１か年で区切って、

評価して、またオーケーだったら続けていくというような形になっております。 

 住宅リフォーム補助事業については、特定ですけど３年間ということをしている

ところでございます。もちろん、３年間で評価した上で、続けるか続けないか、また

そこで評価をしていきたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

 委 員 長  ほかに質疑ございませんか。 

 柳委員 

 柳 委 員  四三嶋の工業団地についてですが、今ヤクルトの道を挟んだ反対側が大分造成さ

れておりますけれども、そこに進入する道路、信号機からの一本道しかございませ

ん。それも一本道の一番奥になっておりますし、工業団地、また大分反対側が造成さ

れているようですので、やっぱり道路の拡張は今後必要になってくるのではないか

なと思いますので、基本設計等、また建設課とお話しになって、あそこは町道になる

と思いますけれども、ぜひお考えをしていっていただきたいなというふうなご希望

です。 

 以上です。 

 委 員 長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えします。 
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 工業用地造成事業特別会計でお答えする案件かと思いますけれども、ご質問いた

だきましたのでお答えします。 

 進入路につきましては、これまでも各位からご要望を受けておりますので、建設

課と共に協議したいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

 委 員 長  ほかに質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 委 員 長  これで質疑を終わります。 

 以上で都市計画課を終わります。 

 休  憩  

 委 員 長  ここで休憩いたします。 

 午後１時から再開します。 

（１１：２８） 

 再  開  

 委 員 長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（１３：００） 

 委 員 長  教育課の説明を求めます。 

 教育課長 

 教育課長  教育課でございます。よろしくお願いいたします。 

 教育課所管の決算についてご説明をいたします。 

 それでは、決算書の９２ページをお開きください。 

 ２款１項３８目新型コロナウイルス地方創生費、支出済額５億１６３万円余のう

ち、教育課分は４,９６６万４,０００円余です。 

 ９４ページをお願いします。 

 １８節負担金補助及び交付金は、学校給食物価高騰対策支援金として、給食費の

半額助成に４,９６６万４,０００円余を支出しております。 

 決算書１０２ページをお願いします。 

 ２款５項５目学校基本調査費、支出済額１万４,０００円余です。毎年５月１日を

基準日として行う統計調査で、県の統計委託費を財源とした調査事務費でございま

す。 

 決算書１１８ページをお願いします。 

 ３款２項１目児童福祉総務費、支出済額２億７万８,０００円余のうち、教育課分

が４７６万円余です。令和４年度比１５７万３,０００円余増でございます。 

 １２０ページをお願いします。 

 教育課の事務所があるこども未来館の維持管理に必要な費用として、１０節需用

費の修繕費、消耗品費、光熱水費の一部、１１節役務費の植栽剪定手数料、１２節委

託料の機械警備委託料、設備保守点検委託料、清掃委託料、１３節使用料及び賃借料

の下水道使用料、ＮＨＫ受信料の一部、清掃具借上料、１４節工事請負費の一部を支

出しているところです。 

 決算書１６６ページをお願いいたします。 

 ９款１項１目教育委員会費、支出済額２４１万６,０００円余です。令和４年度比

３万１,０００円余の増となっております。教育委員の報酬や負担金が主な支出でご

ざいます。 

 １６８ページをお願いします。 

 ２目事務局費、支出済額３億１３８万９,０００円余、令和４年度比８,６４３万

３,０００円余の増額となります。事務局費につきましては、会計年度任用職員の報
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酬や手当などの人件費に加え、各種事業等の委託料、委員等への謝金、また、学校関

連の負担金等を支出しております。 

 １節報酬では、地域おこし協力隊報酬を新規に支出しております。 

 ７節報償費では、各種謝金を支出しているところです。 

 １７０ページをお願いします。 

 同じく謝金については、学校運営協議会研修講師謝金を新たに支出しております。

これは、研修会において各学校の取り組みなどを評価・アドバイスをいただいたと

ころです。 

 ８節旅費は、研修旅費として、教職員の先進地視察研修や校内支援センターの視

察などに支出をしております。 

 １１節役務費の火災保険料は、地域おこし協力隊の借家の火災保険料を新たに支

出をしております。 

 １２節委託料では、各種委託料に加え、図書システム端末機器設定委託料を支出

しております。 

 １３節使用料及び賃借料については、各種使用料に加え、地域おこし協力隊の住

宅借上料、図書システム端末機器ソフトウエア使用料、デジタルドリル使用料等を

新たに支出したところでございます。 

 １７２ページをお願いいたします。 

 １７節備品購入費については、図書システムの端末機器、校内支援センター用備

品、オンライン授業用カメラ用タブレット４８台、電子黒板９０台等を購入してお

ります。 

 １８節負担金補助及び交付金については、各種負担金に加え、バス購入補助金を

支出しています。令和４年度は新型コロナ地方創生費から支出しておりましたけれ

ども、令和５年度については本事務局費から支出したものでございます。 

 事務局費の増額の主な要因は、１７節備品購入費の図書システム端末機器、オン

ライン授業用カメラ用タブレット、電子黒板の購入及び１８節負担金補助及び交付

金のバス購入補助の増によるものでございます。 

 ３目私立学校振興費、支出済額１億１,２７２万９,０００円余、令和４年度比１

３１万３,０００円余の減額となります。 

 １７４ページをお願いします。 

 子育てのための施設等利用給付交付金は、町内在住の３歳以上の園児に対して、

世帯の収入等にかかわらず、月額２万５,７００円を上限として保育料の補助を行う

もの、また、私立幼稚園４園に対して補助金を交付しているところでございます。 

 減額の主な理由は、２２節償還金利子及び割引料において、子育てのための施設

等利用交付金返還金の減が主なものでございます。 

 次に、学校の支出について説明をいたします。 

 各学校ごとに、目的によって、１目学校管理費、２目教育振興費に分けて支出をし

ております。 

 学校管理費では、光熱水費、修繕料、工事費等の学校の維持管理費のほか、図書司

書の報酬、学校管理員業務委託料、給食調理業務委託料などを支出しております。 

 教育振興費では、特別支援教育支援員の賃金、図書購入費、教材費、要保護・準要

保護児童生徒援助費などを支出しているところです。 

 では、２項三並小学校費から説明をいたします。 

 １目学校管理費、支出済額２,６６４万６,０００円余、令和４年度比５６２万円

余の増額となります。 

 増額の主な要因は、１０節需用費の光熱水費１４０万４,０００円余増、１２節委
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託料の給食調理業務委託料９７万９,０００円の増が主なものです。１７６ページを

お願いいたします。それと、１４節工事請負費８６万２,０００円余が増の主な要因

でございます。 

 ２目教育振興費、支出済額５１２万６,０００円余でございます。令和４年度比１

９万４,０００円余の増額となります。令和４年度と同等程度の支出ということでご

ざいます。 

 １７８ページをお願いいたします。 

 ３項中牟田小学校費。 

 １目学校管理費、支出済額６,７５７万４,０００円余、令和４年度比１,７６１万

９,０００円余の増額となります。増額の主な要因は、１０節需用費の光熱水費２９

０万１,０００円余、１２節委託料の給食調理業務委託料２９１万５,０００円、教

室増築工事設計業務委託料５２１万４,０００円、１８０ページをお願いいたしま

す。１４節工事請負費の給食調理室チラー交換工事１,０２３万円が主なものでござ

います。 

 ２目教育振興費、支出済額１,２８３万３,０００円余、令和４年度比５３万６,０

００円余の減額となります。令和４年度と同等程度の支出ということになっており

ます。 

 １８２ページをお願いいたします。 

 ４項東小田小学校費。 

 １目学校管理費、支出済額５,９２３万４,０００円余、令和４年度比１,０２９万

４,０００円余の増額となります。増額の主な要因は、１０節需用費の光熱水費２５

４万６,０００円余、１２節委託料、給食調理業務委託料１６６万３,０００円余、教

室増築工事設計業務委託料３９６万円、１８４ページをお願いいたします。１４節

工事請負費のプール塗装改修工事１,２７６万円が主なものでございます。 

 ２目教育振興費、支出済額１,６９６万７,０００円余でございます。令和４年度

比７７万６,０００円余の増となります。令和４年度と同等程度の支出ということで

ございます。 

 ５項三輪小学校費。 

 １目学校管理費、支出済額７,１３８万５,０００円余、令和４年度比４,１２１万

４,０００円余の減額となります。 

 １８６ページをお願いいたします。 

 減額の主な要因は、１０節需用費の光熱水費が３３２万２,０００円余、１２節委

託料の給食調理業務委託料が６６万円の増額となったものの、１４節工事請負費の

令和４年度三輪小学校北側校舎外壁工事改修工事６,３５３万６,０００円が減額と

なったことが主なものでございます。 

 １８８ページをお願いいたします。 

 ２目教育振興費、支出済額２,２１３万３,０００円余でございます。令和４年度

比９５万円余の減となります。令和４年度と同等程度の支出となります。 

 ４目通級指導教室費、支出済額２９万７,０００円余です。令和４年度比１６万２,

０００円余の増となります。ことばと情緒の二つの通級指導教室の運営に係る事務

費でございます。 

 １９０ページをお願いいたします。 

 ６項夜須中学校費。 

 １目学校管理費、支出済額１億６,４２７万１,０００円余、令和４年度比１億１

３４万２,０００円余の増額となります。増額の主な要因は、１０節需用費の光熱水

費４０８万６,０００円余、１２節委託料のプール改修工事設計監理業務委託料１１
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１万９,０００円余、校舎外壁改修工事監理業務委託料９０万２,０００円。１９０

ページをお願いいたします。１４節工事請負費の校舎外壁改修工事８,３５１万４,

０００円が主なものでございます。 

 ２目教育振興費、支出済額２,８１７万４,０００円余、令和４年度比１１８万２,

０００円余の増額となります。令和４年度と同等程度の支出ということでございま

す。 

 １９２ページをお願いいたします。 

 ７項三輪中学校費。 

 １目学校管理費、支出済額８,１１８万円余、令和４年度比３,１５７万７,０００

円余の増額となります。 

 増額の主な要因は、１０節需用費、光熱水費２８６万１,０００円余、１２節委託

料、給食調理業務委託料１３２万円余、１９２ページをお願いします。１４節工事請

負費のランチルーム空調機更新工事９３５万円、体育館床改修工事４０４万８,００

０円など、１６節公有財産購入費の用地取得費９００万円、１７節備品購入費の柔

道場畳購入３９６万円などが主なものでございます。 

 ２節教育振興費、支出済額２,２８７万５,０００円余でございます。令和４年度

比８２万円余の増額となります。令和４年度と同等程度の支出となります。 

 続いて、決算書２０８ページをお願いいたします。 

 ９項文化財保護費。 

 １目文化財保護総務費は、文化財事務所及び収蔵倉庫等の管理費でございます。

支出済額２,４８１万８,０００円余、令和４年度比１,７６２万７,０００円余の増

額となります。増額の主な要因は１４節工事請負費の焼ノ峠古墳階段工事１,９１４

万円が主なものでございます。 

 １２節埋蔵文化財調査費、支出済額３９万４,０００円余です。令和４年度比１１

１万６,０００円余の減となります。開発行為に伴う試掘調査費用を支出いたしまし

た。 

 ２１０ページをお願いいたします。 

 減額の主な要因は、１３節使用料及び賃借料の試掘用重機借上料の減によるもの

でございます。 

 ３目文化財補助事業費、支出済額２,９４７万８,０００円余、令和４年度比７８

万９,０００円余の減額となります。報告書の刊行に伴う必要経費で、会計年度任用

職員の報酬が主なものでございます。令和５年度は梨子木遺跡遺構編報告書を刊行

しているところでございます。 

 ４目埋文調査受託事業費でございます。令和５年度は発掘調査がございませんで

したので、支出はございません。令和４年度比１,０００万円の減額となります。 

 以上で、教育課関係の決算書についての説明は終わります。 

 続きまして、令和５年度の主要施策と成果の課題について説明をいたします。 

 令和５年度決算に係る主要施策の成果及び将来の課題８７ページをお願いいたし

ます。 

 それでは説明に入ります。 

 学校教育におきましては、令和５年度教育施策に基づき、重点項目の推進計画を

立て、義務教育の推進を図ったところでございます。 

 主な項目について説明をさせていただきます。 

 教育委員会事務局運営事務については、定例教育委員会１２回、臨時会を２回開

催しております。教育委員会の円滑な運営に努めてまいりました。今後も資料の事

前配付など情報提供の工夫を行い、教育委員の積極的な議論の機会を確保してまい
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ります。 

 教育相談事業については、いじめの未然防止・早期発見、不登校の予防・早期対応

のために、いじめ・不登校等問題対策委員会の実施や、外部専門家による学校支援を

行いました。 

 また、スクールカウンセラー、こころの相談員、スクールソーシャルワーカーを引

き続き配置し、関係機関との情報の共有、連携に努めています。 

 特別支援教育事務については、特別支援学級が、令和５年度は、小学校に２２学

級、中学校に８学級編制され、在籍する児童生徒に対して教育的ニーズに応じた適

切な指導と必要な支援を行っております。学校に、特別支援教育支援員１１名と学

習支援員を３名、作業療法士１名を配置し、特別支援教育の充実を図るため、学校と

保護者等に対して支援を行ってまいりました。 

 教職員研修事業につきましては、教職員の授業力の向上を目指し、経験年数や職

務内容、教育課題に応じた研修と研究を実施いたしました。また、令和５年度は、県

外視察研修を実施し、ＩＣＴ関連の先進学校を視察したところです。今後も教職員

研修の工夫改善をするなど、内容の充実に努めてまいります。 

 小中学校教育に対する指導業務では、教育委員会などによる学校訪問を各学校１

学期、２学期、各１回行い、また、校内研修や指導主事を派遣し、授業改善の指導を

行い、教員の人材育成を推進したところでございます。 

 教育支援センター事業については、不登校児童生徒の学校復帰を援助するための

適応指導の目的として、通級制のセンターを教育委員会内に開設をしております。

相談件数が増加傾向にございます。指導体制等充実を図り、関係機関と連携を深め

てまいります。令和５年度は、校内支援センターを設置するための準備を行いまし

た。ご承知のとおり、令和６年度からは各中学校にセンターを設置しているところ

でございます。 

 ８８ページをお願いいたします。 

 スクールソーシャルワーカー事業については、学校と家庭のパイプ役を果たし、

問題を抱える子どもと家庭の生活環境の改善につなげることができました。令和５

年度も引き続きアウトリーチスクールソーシャルワーカーを１名配置し、どこの機

関ともつながっていない不登校児童生徒への支援に取り組みました。継続して支援

してまいりたいと考えております。 

 ＡＬＴ事業では、引き続き５名のＡＬＴを配置し、生の英語に触れる機会を増や

し、児童生徒の英語・外国語活動の充実と英語環境の整備を図ったところでござい

ます。 

 子育てのための施設等利用給付事業・私立幼稚園補助事業については、子育ての

ための施設等利用給付事業については、町内在住の３歳以上の園児に対して、世帯

の収入等にかかわらず、月額２万５,５００円を上限に保育料の補助を行い、幼児教

育に係る経済的負担の軽減を図ったところでございます。また、私立幼稚園４園に

対して補助を行ったところでございます。 

 コミュニティ・スクール事業については、地域に開かれた学校づくりの推進を目

指し、２４年度以降、町内全ての小中学校で取り組み、学校運営協議会による学校経

営について熟議がなされ、教育活動の支援が行われております。令和５年度は新た

に学校運営協議会研修会を２回実施し、各学校が目指すべき子ども像を設定、共有

し、学校の問題解決に向けた取り組みを進めることができました。今後も継続して

続けてまいります。 

 学校施設の維持管理に伴う改修工事については、三輪小電気設備更新、東小田小

プール塗装改修、東小田小給食調理等チラー交換、三輪中ランチルーム空調更新、三
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輪中体育館床改修、夜須中校舎外壁改修、夜須中プール改修など、老朽化した施設の

改修・改善に努めたところでございます。 

 児童・生徒の英語力強化事業については、立命館アジア太平洋大学との交流を６

月、１１月、１２月に行いました。また、引き続き英検受験料の全額補助も行ったと

ころです。英検受験については、令和５年度から受験する級の学年を限定せず実施

をしたところです。筑前町英語スピーチコンテストは、１０月１４日、中学生１２

名、小学生１０名の参加で行うことができました。 

 体験型英語学習推進事業については、中学１年生を対象に、北九州英語村を訪問

いたしました。英語で表現することの楽しさを体感させるとともに、総合的な能力

の向上を図っていきたいというふうに考えております。 

 ９０ページをお願いいたします。 

 いじめ問題等の解決に向けた外部専門家活用事業については、弁護士、精神科医、

臨床心理士、大学教授などの専門的な見地から指導助成を受けるなど、各学校の実

態に応じた支援を実施することができました。いじめ問題に対する各学校の研修に、

各校、年１回程度、講師を派遣してやっているところでございます。 

 通級指導教育事業については、三輪小学校内に、平成２５年度にことばの教室、２

９年度に情緒の教室を開設しておりますけども、それぞれに専門の研修を受けた教

員を配置し、特別の支援を行うことができました。５年度はことばの教室２２人、情

緒の教室１６人の在籍があったところでございます。 

 教育情報化推進事業については、タブレット端末３０台、校務用ノートパソコン

４２台、プロジェクター型電子黒板４３台、ディスプレー型電子黒板４７台を購入

したところです。 

 ９１ページをお願いいたします。 

 埋蔵文化財調査事業については、開発予定地の事前協議を行い、必要に応じて試

掘調査を実施することにより、開発と文化財保護の調整を図りました。５年度は年

間５００件ほどの問い合せや照会の対応を行ったところでございます。 

 文化財報告書作成事業につきましては、国の補助事業により、梨子木遺跡、八並遺

跡の作業整理を行うとともに、梨子木遺跡遺構編の報告書を刊行することができて

おります。 

 指定文化財管理業務については、老朽化していた焼ノ峠古墳階段改修を行い、西

側法面の災害復旧工事を着手したところです。仙道古墳については、大雨被害から

の災害復旧に向けて、文科省、県指導の下、適切に対応してまいりたいと考えており

ます。 

 埋蔵文化財調査受託事業については、開発に応じて埋蔵文化財の発掘調査を行っ

ていますけれども、令和５年度はございませんでした。 

 次に、城山古墳群調査整備事業でございますが、令和５年度から小郡市と事業を

進めております。令和５年度につきましては、レーザー測量解析を行ったところで

ございます。 

 ここで、木村委員からのご質問で、文化財保護業務の将来の課題で文化財地域活

用計画の策定を早急に行う必要があると書かれているが、詳細の説明をとのことで

ございました。 

 文化財地域活用計画は、町が具体性を持った目標や取り組みの内容を記載した文

化財の保存活用に関するマスタープラン兼アクションプランでございます。平成３

１年４月１日に文化財保護法が改正され、地域にある文化財をどのように点検し補

修等を実施するのか、発掘調査などで出土した資料をどのように管理、活用してい

くのかなど、町が保有する全ての文化財について、中長期的な視点で明記する計画
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となります。 

 法律改正により福岡県文化財保護大綱が示されておりますが、その後、自治体で

はこの文化財地域活用計画の策定が求められているところです。近年の災害発生が

高まっていることも加味し、文化財の保護はもちろん、自治体が保有している文化

財を総合的な視点で活用するための計画を策定する必要がございます。 

 現在の国、県補助金の活用については、各遺跡を保護するための保存活用計画に

基づいております。今後はこの文化財地域活用計画に基づくものとなっていくもの

というふうに予定をされているところです。 

 以上で、教育課の説明を終わります。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 河内委員 

 河内委員  決算書で、各小中学校のピアノ調律手数料、金額が違うんです。小学校が３万７,

４００円で、夜須中が３万９,６００円、三輪中が２万６,４００円。どうしてこんな

ばらばらになっているのかお尋ねします。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 台数が違います。それとアップライトかグランドピアノの種類もございますので、

ただし台数が違うというのが基本でございます。 

 委 員 長  ほかに質疑ございませんか。 

 河内委員 

 河内委員  成果と課題の８７ページです。一番上の教育委員会事務局運営事務。将来の課題

に傍聴者が少ないためとありますが、たしか昨年は０だったと思うんです。昨年か

一昨年か。５年度はどのくらいの方が傍聴に来られたんですか。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 ０件でございます。 

 委 員 長  石橋委員 

 石橋委員  主要施策の成果及び将来の課題の８８ページで、今、子どもたちに一人１台のタ

ブレットが渡されて授業を行っていますけれども、それに対して先生たちもいろい

ろ勉強をされていらっしゃるんですが、各学校でタブレット授業で差はないのか。

それと、１年生の授業でタブレットはどういうふうに使ってあるのかをお聞きいた

します。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 先生によってはやはり多少使い方というのが違っていることはあるかと思います

けれども、町としては、そういったＩＣＴ教育の先進的なものとかを研修に行った

りとか、できるだけそういったところを高めていけるような対応、対策というか、そ

ういったものはしております。 

 それから、１年生のタブレットの授業というのは、主に打込みというか、扱いに慣

れるというか、そういったところが主なところになってくるんじゃないかと思って

おります。 

 以上でございます。 

 委 員 長  石橋委員 

 石橋委員  今の５、６年生になると私もついていけないようなタブレットを使ってあるので、

本当に今から必要な部分だと思いますので、しっかり授業のほうにタブレットを利

用していただいて、子どもたちに勉強をしっかり教えていただきたいと思います。 
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 以上です。 

 委 員 長  奥村委員 

 奥村委員  成果と課題の８８ページ、バス運行委託事業のところですが、三箇山地区タクシ

ー運行委託と書いてあるんですが、これは三箇山に児童生徒はいるんでしょうか。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 今、三箇山に１名ほど児童がいらっしゃるので、そちらのほうでタクシーの運行

をさせていただいているところです。 

 委 員 長  池松委員 

 池松委員  決算書の内容で、ほとんどの学校が光熱水費が上がったというお話がありました

けども、何か原因のようなことがあれば教えてください。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 根本的な原因というのは、いろいろ世界的な情勢とかよく言われておりますけれ

ども、単なる、基本的にはもう単価が上がったというようなところだと思います。何

か使用量が増えたとかそういうのではなくて、単価が上がっているといったところ

だと思います。 

 委 員 長  ほかに質疑ございませんか。 

 柳委員 

 柳 委 員  教育振興費の中の扶助費の件でお尋ねしたいと思います。 

 各学校、要保護、それから準要保護の援助、しっかり予算つくっていただいている

みたいです。それぞれ学校ごとに内訳が分かりましたらお願いしたいと思います。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 受給者数とかでよろしいですか。三輪小が、令和５年度が１０４名、東小田小６９

名、中牟田小６４名、三並小１７名、三輪中５８名、夜須中８８名、合計の４００名

ということでございます。 

 委 員 長  柳委員 

 柳 委 員  すごいたくさんいらっしゃるようですので、なかなか大変だろうと思いますけれ

ども、よろしくお願いします。 

 それから、続きまして、成果と課題の９０ページの通級指導教室の関係ですけれ

ども、これ支援教員の資格を持った方が携わっていらっしゃるのか、それとも普通

の先生がいきなりやられているのかなと思って。ただ、やっぱり資格を持った先生

がやるのかなというふうに思っているんですけど、そこら辺はどうでしょう。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 研修を受けられた学校の教師になります。 

 委 員 長  原田 男委員 

原田 男委員  成果と課題の８７ページ。学校給食の件ですが、地場産品の積極的な活用を図っ

たと。どのくらいの割合で……、よかったら教えていただきたいと思います。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 割合については今手元に持っておりませんけども、基本的に野菜、肉類等はでき

るだけ地場産品を使うという方向で考えているところでございます。 

 委 員 長  ほかに質疑どうぞ。 
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 奥村委員 

 奥村委員  今、野菜、肉類とおっしゃいましたけど、肉類はどういった経緯で地場産があるん

でしょうか。 

 委 員 長  教育課長 

 教育課長  お答えいたします。 

 肉類については、できるだけ福岡県内の産品というか、そういったものを利用し

ているというところでございます。 

 委 員 長  ほかに質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 委 員 長  これで質疑を終わります。 

 以上で教育課を終わります。 

 委 員 長  生涯学習課の説明を求めます。 

 生涯学習課長 

生涯学習課長  生涯学習課です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、生涯学習課の令和５年度決算について説明いたします。 

 決算書１９６ページをお願いいたします。 

 ９款８項１目社会教育総務費です。支出済額は１億４０５万３,０００円余で、会

計年度任用職員、社会教育委員の報酬、職員給与の人件費等の義務的経費が主な支

出でございます。 

 １９８ページをお願いいたします。 

 ７節報償費９９９万４,０００円余は、主に地域学校協働活動事業、アフタースク

ールに伴う講師等への謝金です。 

 １８節負担金補助及び交付金１５６万４,０００円は、青少年育成町民会議への補

助金等が主な支出ございます。 

 ２００ページをお願いいたします。 

 ２目めくばーる学習館費です。支出済額は４,４７５万６,０００円余で、めくば

ーる学習館、町民ホール等の維持管理費用が主なものでございます。 

 １０節需用費１,９２７万３,０００円余は、修繕料として、レクレーション室ブ

ラインド取替、めくばーる中ホール屋根雨漏り修理、町民ホール雑排水ポンプ取替、

めくばーる中ホール天井補修、学習館２階洗面配水修理、めくばーる車庫シャッタ

ー取替等を実施しております。また、光熱水費は、めくばーる全体の電気料及び上水

道使用料等の支出です。 

 １２節委託料１,７２６万１,０００円余は、学習館等の施設管理及び保守点検等

の各種委託料です。 

 １４節工事請負費６３２万９,０００円余は、中央監視装置リモート機器更新工

事、町民ホール防火シャッター工事等に要した費用でございます。 

 続きまして、３目公民館費です。支出済額は６４０万９,０００円余で、会計年度

任用職員報酬、各種講座等の講師謝金、公民館総合補償保険料などが主な支出でご

ざいます。 

 ２０２ページをお願いいたします。 

 １８節負担金補助及び交付金１５２万１,０００円につきましては、主に自治公民

館等コミュニティ整備費補助金として、篠隈区公民館軒天等改修工事に対し補助金

を交付しております。 

 続きまして、４目公民館支館費でございます。支出済額は３９１万１,０００円余

で、公民館支館等の維持管理費用が主な支出でございます。 

 １０節需用費１８２万２,０００円余は、修繕料として、ハイエース法定点検、公
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民館支館蛍光管取替、軽トラタイヤ・オイル交換、消防設備受信機バッテリー交換な

どの費用を支出し、光熱水費として支館の電気料及び水道代等を支出しております。 

 １２節委託料１８９万８,０００円余は、公民館支館の施設管理及び保守点検等の

各種委託料です。 

 続きまして、５目コスモス公民館費です。支出済額は５,３１６万円余です。コス

モス公民館の運営に係る費用です。 

 １０節需用費２２２万７,０００円余は、主にコスモス図書館の雑誌、新聞等の購

入の消耗品費でございます。 

 １２節委託料３,４５８万３,０００円余は、主にコスモス図書館運営業務委託料

で、令和２年度から令和６年度までの５年間の契約となっております。 

 ２０４ページをお願いいたします。 

 １３節使用料及び賃借料６１５万９,０００円余は、主にコスモス公民館及び町内

小中学校６校分の図書システム使用料等でございます。 

 １７節備品購入費１,０１５万５,０００円余は、図書館に蔵書している書籍やＤ

ＶＤ等の映像資料の購入と、図書システム、パソコン等の購入でございます。 

 続きまして、６目めくばーる公民館費は支出済額４,２１９万７,０００円余で、

めくばーる図書館の運営に係る費用です。 

 １０節需用費２７７万７,０００円余は、主にめくばーる図書館の雑誌・新聞等の

購入消耗品です。 

 １２節委託料３,３２９万円余は、主にめくばーる図書館運営業務委託をはじめと

する維持管理のための各種委託料です。 

 １７節備品購入費５４０万４,０００円余は主に図書資料の購入費です。 

 柳委員から事前質疑をいただいております、図書資料として両館ほぼ同額となっ

ているが、同じ書物をどれくらい購入しているのかについて回答いたします。 

 令和５年度購入冊数は、めくばーる図書館２,８５６冊、コスモス図書館３,００

０冊、合計５,８５６冊で、重複している冊数は１,９４４冊です。重複率は約３３％

となっているところでございます。 

 決算書２０６ページをお願いいたします。 

 ８目文化振興費は支出済額１,５９９万７,０００円余で、自主文化事業開催に係

る費用が主な支出でございます。 

 １２節委託料１,３４２万５,０００円余は、自主文化事業の委託料及びめくばー

る町民ホール・コスモスプラザふれあいホールの舞台照明、音響などの保守点検及

びオペレーター業務の委託料です。 

 １３節使用料及び賃借料７４万１,０００円余は、めくばーるホールの調光操作卓

のリース料、コンサート機材使用料が主な支出でございます。 

 ２１０ページをお願いいたします。 

 ９款１０項保健体育費、１目保健体育総務費につきましては、支出済額６４６万

７,０００円余で、各種スポーツ大会、スポーツ推進委員等の経費や、体育協会、ス

ポーツ少年団への補助が主なものでございます。 

 ８節旅費４１万１,０００円余は、主にスポーツ推進員の町行事運営補助に係る費

用弁償、それから、研修旅費として、九州地区スポーツ推進委員研究大会に係る旅費

を支出しております。 

 ２１２ページをお願いいたします。 

 １８節負担金補助及び交付金４５３万２,０００円余は、体育協会、スポーツ少年

団への補助金、町商工会が主催し、町が後援をしているちびっこサッカー大会への

補助金、そして、全国規模大会に出場した選手１３名への補助金等で支出をしてお
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ります。 

 続きまして、２目体育施設費につきましては、支出済額４,５１８万５,０００円

余で、町民プールに係る人件費、体育施設の維持管理経費及び学校施設開放による

夜間照明の光熱水費等が主な支出でございます。 

 ７節報償費２８５万４,０００円余は、町民プールを令和５年６月２４日から９月

３日まで開場しておりましたので、その期間のプール管理人及び監視員１６名の謝

金です。 

 １０節需用費６４２万７,０００円余は、町民プール場外シャッター取替、プール

の底の補修、町民プールスライダープール逆止弁玉フレキ取替、町民プール大プー

ルポンプ分解整備など、それから、町内体育施設の光熱水費が主な支出でございま

す。 

 １４節工事請負費７４４万８,０００円余は、町民グラウンド防球ネット延長及び

補修工事、弓道場のＬＥＤ化工事、町民プール外側シャッター取替などに係る支出

でございます。 

 以上が生涯学習課の決算の報告でございます。 

 続きまして、主要施策の成果及び将来の課題について説明いたします。 

 主要施策成果及び将来の課題の資料９２ページをお願いいたします。 

 １番目から３番目の項目は各種体育施設の管理運営業務です。 

 農業者トレーニングセンターについては、利用者数３万１,２５３人、利用件数１,

８５６件でした。町民プールでは、暑さ対策として町内外の多くの人に親しまれた

ところでございます。開場期間は６月の２４日から９月の３日、利用者数は６,１２

３人でした。 

 スポーツ施設等維持管理業務では、三輪グラウンド防球ネット工事、弓道場通路

工事等を実施しました。 

 続きまして、９３ページをお願いいたします。 

 自主文化事業ですが、マンスリーコンサートを７公演計画しましたが、１公演が

演者の都合により中止となり、６公演の開催となりました。完売となったコンサー

トもあり、引き続き魅力的なコンサートを企画し、入場者の増加に努めます。 

 次に、町民ホール・ふれあいホール舞台管理業務です。町民ホール１万３,４９７

人。ふれあいホール１万５,９９７人、合計２万９,４９４人の利用者数となります。

自主文化事業のほか、広く町内外の文化活動に施設を提供できるよう、修繕を計画

的に行うとともに、利用者数の増加に努めます。 

 続きまして、９４ページをお願いいたします。 

 ちくぜんボランティア講師派遣事業です。令和５年度の実績は、講師登録者数５

０人、講師派遣者数２人です。登録者数は微増しているものの、派遣者数が減少して

いる状況でございます。周知方法を工夫し、利用数の増加に努めたいと考えており

ます。 

 寺原委員から事前質疑をいただいている、講師登録者数５０人に対し講師派遣者

数２人と利用が極端に少ない、事業の見直しを含め抜本的な対策が必要ではないか

につきまして、回答をいたします。 

 コロナ禍以前は、小中学校が学習支援や合唱指導、読み聞かせなどで活用されて

いましたが、コロナ禍になってから、小中学校の活用がほとんどない状態となって

おります。現在は、少年大使館での学習指導が主になっているところでございます。 

 年度初めの校長会や自治公民館長会でも事業の周知は行っているところでござい

ますが、令和６年度末が講師の更新の時期となっておりますので、講師の募集及び

事業活用の広報等を工夫しまして、利用者数の増加に努めていきたいと考えます。 
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 二十歳のつどい開催事業では、２８３人の新成人のうち２２４人の出席があり、

つどい参加者で構成する実行委員会を中心に、皆さんの門出をお祝いすることがで

きました。 

 次に、社会教育委員設置事業では、研究会への参加や大刀洗平和記念館での中学

生ボランティアガイドを実施し、子どもの約束普及の一環となりました。子どもの

つどいも参画し、中学生によるボランティアガイドの事業報告を行いました。 

 次に、出前講座業務ですが、この事業は、町職員等が講師として地域に出向き、専

門知識を生かした講習などを行うものです。１４８件の出前講座を実施しておりま

す。今後も幅広い住民の皆様にご利用いただけるよう、積極的に周知・広報を行って

いきます。 

 ９５ページをお願いいたします。 

 図書館サービスの充実に係る事業です。利用者のリクエストに沿った選書を行い、

蔵書の充実に努めました。また、ホームページや広報紙に加え、Ｘ（ツイッター）の

小まめな更新や、ユーチューブで郷土パネルシアター動画を配信するなど、図書館

の情報を積極的に発信しております。 

 毎月２３日を筑前町読書の日と定め、読書活動を推進する取り組みの一つとして、

小学生読書リーダー育成講座を実施しました。今回は、講座実施後の各学校での取

り組みを話し合う実践交流会も開催し、さらなる読書推進につながる活動となりま

した。 

 また、こどもの日上映会、布絵本講座、おはなし会等の各種イベントも開催いたし

ました。 

 今後とも、図書館利用の促進、資料の充実等を図り、図書館ニーズの多様化に対応

していきたいと考えております。 

 ９６ページをお願いいたします。 

 自治公民館等コミュニティ施設整備助成事業では、地域の公民館活動を促進する

ため、コミュニティ施設整備に係る経費の助成を行っております。令和５年度は篠

隈区公民館改修事業に対して助成を行っています。 

 ９７ページをお願いいたします。 

 青少年育成町民会議事業です。子どものつどいでは、企画運営等を子どもたちが

行い、活動発表や交流、仲間や他の団体と切磋琢磨することで、それぞれの活動の充

実につなぐことができました。また、各専門部会の活動により、青少年が安全に生活

できる環境づくりと健全育成につながりました。 

 続いて、小学生体験活動事業です。６年生交流会、子ども会活性化事業、子ども科

学博士教室の３事業に取り組みました。 

 ６年生交流会では、中学校進学前に、他校の児童と新しい交友関係を築くことが

できました。 

 子ども会活性化事業では、地域子ども会等のイベントに職員が出向き、レクリエ

ーションや工作活動を指導することで、地域子ども会の活性化や子どもたちの交流

の場の創出の一助になったと考えます。 

 子ども科学教室では、科学を楽しく学ぶ機会を提供することで、子どもたちの好

奇心を育むとともに、科学の普及及び啓発を行うことができました。 

 続いて通学合宿事業です。３泊４日で夜須高原青少年自然の家を活用し実施する

ことができました。共同生活を行うことで、生きる力の基盤となる豊かな人間性や

対人関係能力の向上、子どもたちの成長につながりました。現状では、なかなか以前

のように地域で開催することが困難な状況ではありますが、毎年度、状況を把握し

て、実施場所や実施体制、内容等の検討、改善を行いながら、継続して実施していき
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たいと考えております。 

 寺原委員から、事前質疑をいただいている主要施策の方向性についての文章表現

は、「基本的生活習慣を身につけることを主たる目的とする。そのことを通して責任

感を身につけ、仲間との友情を深めることができる」ではないかについて回答いた

します。 

 寺原委員のご質問のとおり、通学合宿は基本的生活習慣を身につけることを主た

る目的としています。令和５年度の主要施策の方向性についての文章表現は、仲間

との友情を深めていくとともに、責任感を身につけることも大切な目的ですので、

先に記載しているところです。令和６年度では、主たる目的が分かりやすい文章表

現になるようにしたいと考えます。 

 ９８ページをお願いいたします。 

 公民館成人学級・講座等事業です。アンケート結果を踏まえ、よりニーズの高い講

座の企画に努め、住民の教養の向上、健康の増進、生活文化活動に寄与することがで

きました。引き続き、魅力ある講座の企画を行っていきます。 

 ９９ページをお願いいたします。 

 子どもの社会力育成推進事業です。令和５年度は前期、後期に分けて各１８人で

活動を行いました。集団で体験活動をすることにより、自分の役割や責任を自覚し、

規範意識の向上につながりました。また、ジュニアリーダーの育成に寄与すること

ができました。 

 続いて、地域学校協働活動事業、通称アフタースクール事業でございます。学習支

援や体験活動を提供することで、家庭学習の定着や子どもの居場所づくりにつなが

りました。また、地域学校協働活動推進員や地域のボランティアが参加することで、

地域と学校の協働が図られました。全小学校で事業実施に向け、三並小学校でプレ

アフタースクールを開催することができました。今後も地域のボランティアである

支援スタッフの確保と育成を行いながら、地域と学校と行政が協力し、地域密着型

事業として継続していきます。 

 以上で、生涯学習課の決算並びに主要施策の報告を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

 委 員 長  説明が終わりましたので、質疑に移ります。 

 奥村委員 

 奥村委員  一番最初の、９２ページですか、成果と課題の中で、農業者トレーニングの、築４

０年を経過していろんな面で弊害が出ていると、修理箇所がですね。この件につき

まして、建て替える予定はないのでしょうか。そこをお尋ねします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えします。 

 現在のところ建て替えの計画はございませんが、将来的にはやはり計画をしなく

てはいけないと考えるところではございます。 

 以上でございます。 

 委 員 長  奥村委員 

 奥村委員  やっぱり、利用者の方からも早く建て替えてほしいような、そういう意見が出て

おりますので、近い将来というよりも早いうちの計画をよろしくお願いいたします。 

 委 員 長  石橋委員 

 石橋委員  主要施策の成果と課題の９２ページ、町民プールに関してなんですけれども、町

民の方からもちょっとご相談を受けたんですけれども、町民プールのトイレが今現

在、和式だけなんですよね。私も確認に行かせていただいたんですけれども、障がい

がある方も利用したいという話をちょっと聞いたんですが、入り口の階段をスロー
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プにするとか、また、洋式トイレを幾つか設置するかという……、障がいのある方も

利用できる町民プールということで、町として何か検討をされたことがあったのか

お尋ねをいたします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 プールのトイレにつきましては、確かに和式しかないという現状がございますの

で、洋式トイレにする計画は一度行ったところではございますが、トイレの数が、現

在の状況では、和式をそのまま洋式にするというのは困難な状況がありますので、

トイレの数を確保するとか、その辺りを計画しながら、洋式設置についても早めに

検討をさせていただければと思っているところでございます。 

 スロープ等につきましても、現場を確認しまして検討をさせていただければと思

っております。 

 以上でございます。 

 委 員 長  石橋委員 

 石橋委員  現在では、和式じゃなくて洋式のトイレしかできないという男の子どもさんも、

やっぱり現実いらっしゃるんですよね。 

 そういうところも、プールはもう夏のとき二、三か月で短いんですけれども、やは

りそういう方たちのためにも検討をしていただくようによろしくお願いいたしま

す。 

 委 員 長  原田宏委員 

原田宏委員  お尋ねしたいんですけど、主要施策の９２ページ、令和２年に久光のパークゴル

フ場を設置しましたと。その確認をしたいんですけど、この場所というのは仙道古

墳の横にあるパークゴルフ場ですかね。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 ここに記載している部分につきましては、仙道古墳の横にありますパークゴルフ

場となっているところでございます。 

 委 員 長  原田宏委員 

原田宏委員  仙道古墳パークゴルフに入っていまして、毎月例会、大会が仙道古墳側であって

いるんですね。同じホールが１８ホールあるんですね。しかし、今いう久光のパーク

ゴルフ場というのは使わないという。これ、何かございますかね。使えないのか、よ

く分からない。一説によると、パークゴルフ場として公式のルールができないゴル

フ場だというふうに聞いているんですけど。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 日頃から、久光のパークゴルフ場をご利用いただいているところでございます。

利用者からの声としまして、公式なものができないというようなお話はあってはい

ないところでございます。 

 委 員 長  原田宏委員 

原田宏委員  一応きちっと調べて、実際パークゴルフ場の大会をやっている部分につきまして

はなぜ使われないんですかと、せっかくつくってあるからですね。いや、これ、実は

ちょっと使えないんですよと言われるんですよ。管理体制がどうなっているかとい

う分からないんですけど、せっかく立派なパークゴルフ場をつくられて、それがど

ういう理由で大会がある……、１８あるわけですね。古墳側と。こっち側は別に全く

そういう制約がないゴルフ場があるわけで、それを両立しないというのが、パーク

ゴルフを運営している方の問題があるかもしれませんけども、一度その事情を調べ
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ていただき、同じ施設を持っているからですね、一度やはりご利用ができるような

形で設置されたらいかがでしょうかということです。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 そうですね、ゴルフ場につきまして調査を行いまして、お声とかをお聞きしなが

ら、なぜできないということがあるのかというのは検証しまして、できるだけ大会

に利用できるような内容を検討していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

 委 員 長  そうですね、使用についての検討と周知を、ぜひまた今後していただければと思

います。 

よろしくお願いします。 

 木村委員 

 木村委員  関連じゃないですが、町民プールの件でお尋ねします。１日の監視員の人数、それ

と、監視員に払われる報償費の時給、日給か分かりませんが、１日払われる金額、そ

れと、そのお金はどこから、町から全部出しているのか、どっか補助があるのか、そ

の三つの点でお願いします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 監視員につきましては、令和５年度は１３人の雇用を行っておりまして、その中

でシフト等の調整を行いながら、１日６、７人が勤務するような体制を取っている

ところでございます。 

 時給につきましては、管理人が１時間１,３５０円。監視員が９６０円、令和の５

年度の実績としましては９６０円となっております。 

 続きまして、補助等につきましては、ありませんので、町の費用を支出していると

ころでございます。 

 以上でございます。 

 委 員 長  河内委員 

 河内委員  成果と課題の９２ページ、一番下です、５年度ソフトボール大会あったんです。今

年も９月８日にあったんですけれども、あの暑さでよく熱中症の方が出なかったな

と思うところです。参加者の中からも開催時期を考えてくれという意見がたくさん

寄せられていますので、次年度どういう方向でいかれるのかお尋ねします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 例年９月の第１週の日曜日に行っておりましたが、熱中症対策としまして、１週

間、今年度はずらしたところでございますが、確かに、暑くてこの時期はどうかとい

うお声もいただいたというところでございました。 

 この事業につきましては、ソフトボール協会のほうに委託している事業でもござ

いますので、十分ソフトボール協会と協議をしまして、熱中症が起こらない時期に

開催するなどの協議を行っていきたいと考えます。 

 以上でございます。 

 委 員 長  池松委員 

 池松委員  先ほど教育課のところで河内委員も言われていましたが、決算書２０６ページの

ピアノ調律手数料は、これは１台の金額でしょうか。 

 委 員 長  池松委員 

 池松委員  すみません、見間違いしたかもしれません。 

質問を変えさせてもらいたいんですが、めくばーるによいピアノがあるという話
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を聞いたことがありまして、それがあるのかというのと、それが町民の方が使えて

何か有効活用できるのかというところをお伺いしたいんです。今ピアノの調律のと

ころを見てちょっとそれ思ったんで、そこだけお願いしていいですか。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 めくばーるにあるピアノにつきましては、めくばーる学習館のＯＡ室にアップラ

イトのピアノがございます。と、町民ホールのホワイエにも一つグランドピアノが

ございますので、使用はできますので有効活用をしていただければと思っておりま

す。 

 委 員 長  ほかに質問ございませんか。 

 山本久矢委員 

山本久矢委員  ２００ページの解放子ども会講師謝金ということで、金額だけ見ればちょっと高

額のように思えるんですけども、年間の会合というか講習会みたいな会合と、何か

所で行われているのかというのを。でないと１回あたりの謝金がものすごく高いよ

うに感じるんで、明細というか内訳をお願いいたします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 解放子ども会の謝金につきましては、生涯学習課の予算にはありませんでして、

人権・同和対策室の予算となっているところでございます。 

 委 員 長  よろしいですか。 

ほかに質疑ございますか。 

 原口委員 

 原口委員  成果と課題の９８ページですけども、３段目の生活改善事業で、初盆の簡素化チ

ラシなんですが、ホームページには掲載してあるようですけど、なかなか高齢者だ

けの世帯とかが増えていまして、家にはパソコンがないし印刷機もないというふう

な状況で、初盆のときにあったほうがいいかなという意見も出ております。町で印

刷すればそう費用もかからないというふうに思いますので、再度、発行されるよう

な検討をされたらどうかなと思います。 

 以上です。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 初盆の前に玄関等に貼られていますポスター等につきましては、現在ホームペー

ジに掲載と、あと、コスモス公民館とめくばーる学習会に準備をいたしまして、ご家

庭で印刷できないという方につきましては、配付等の準備をしているところでござ

います。 

 そのように、広報等にも載せまして、しているところでございますが、以前は配付

をしておりましたけども、事業の改善ということで、現在は区長、自治公民館長等に

配付ではなくて、ホームページからのダウンロードと２館での配付となっていると

ころでございます。 

 そこのご意見も確かにおありとは思いますので、十分周知をしながら、何年かや

ってみまして、情報収集しながら生活改善を行っていきたいと考えます。 

 以上です。 

 委 員 長  ほかに質疑ございませんか。 

 原田 男委員 

原田 男委員  成果と課題の９９ページです。ＰＴＡ補助事業に関してですが、町は小中学校Ｐ

ＴＡの育成と活動支援とか挙げておられますが、最近私が聞いたところでは、ＰＴ
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Ａに入らない方がちょっと増えてきていると。その点どう思われておられるかお尋

ねします。対策があれば、よろしくお願いいたします。 

 委 員 長  生涯学習課長 

生涯学習課長  お答えいたします。 

 ＰＴＡに参加されない保護者がおられるというのは、全国的にやはり課題となっ

ているところではございます。なかなか解決策等も出てこないところではございま

すが、学校からも十分ＰＴＡの説明をしていただきながら、加入に努めたいと考え

ているところでございます。 

 委 員 長  ほかに質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 委 員 長  これで質疑を終わります。 

 休  憩  

 委 員 長  ここで休憩いたします。 

 ２時３０分から再開します。 

（１４：２１） 

 再  開  

 委 員 長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（１４：３０） 

 委 員 長  先ほどの生涯学習課の審査で歳出が終わりました。 

 続きまして、一般会計歳入の説明を求めます。 

 財政課長 

 財政課長  一般会計歳入についてご説明いたします。 

 歳入につきましては、昨日の決算の概要において説明をしておりますので、重複

しないよう、主なものを説明させていただきます。 

 決算書１６ページをお願いいたします。 

 まず、初めに、柳委員からの５款１項１目１節株式等譲渡所得交付金、８款１項１

目１節ゴルフ場利用税交付金、９款１項１目１節環境性能割交付金が前年度から増

額している理由についての事前質疑についてお答えさせていただきます。 

 基本的に、三つの交付金は県税の一部を交付するものであり、市町村への案分割

合は決まっているため、県全体の当該税収が増えたことによると思われますが、ま

ず、株式等譲渡所得交付金が増加している理由につきましては、株式取引が前年度

に比べ活況となったことに伴う個人県民税における株式等譲渡所得割の収入が増と

なったことによるものと思われます。 

 次に、ゴルフ場利用税交付金が増加している理由につきましては、コロナ禍明け

によりゴルフ場利用者が増えたことにより、交付金の増となったものと思われます。 

 三つ目の環境性能割交付金が増加している理由につきましては、環境性能に応じ

て課税される自動車の販売数が増加したことによると思われます。 

 以上でございます。 

 それでは、事項別明細書でご説明させていただきます。 

 １款町税につきましては、税務課より説明があっておりますので省略させていた

だきます。 

 １８ページをお願いいたします。 

 ２款地方譲与税につきましては、収入済額１億５,６１５万４,０００円で、４年

度より１８８万１,０００円の増です。 

 ３款利子割交付金は７９万円で、４年度より６万４,０００円の減です。 

 ２０ページをお願いします。 
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 ４款配当割交付金は１,６３５万５,０００円で、４年度より２５０万７,０００円

の増です。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金は２,０３１万円で、４年度より８７６万４,０００

円の増です。 

 ６款法人事業税交付金は４,９４３万７,０００円で、４年度より５５５万４,００

０円の増です。 

 ７款地方消費税交付金は６億６,７６２万３,０００円で、４年度より７５３万３,

０００円の減です。 

 ２２ページをお願いいたします。 

 ８款ゴルフ場利用税交付金は１,８６９万６,０００円余で、１１３万３,０００円

余の増です。 

 ９款環境性能割交付金は２,８５４万円余で、４年度より６３１万３,０００円余

の増です。 

 １０款国有提供施設等所在市町村助成交付金は１,９０３万８,０００円で、４年

度より１３３万３,０００円の増です。 

 ２４ページをお願いします。 

 １１款地方特例交付金は４,６２７万３,０００円で、４年度より１２１万７,００

０円の増です。 

 ２６ページをお願いします。 

 １３款交通安全対策特別交付金は４４５万２,０００円で、４年度より７１万５,

０００円の減です。 

 １４款分担金及び負担金は、調定額２億１４５万円余に対し、収入済額１億９,９

０３万５,０００円余、収入未済額２４１万５,０００円余です。収入未済額につき

ましては、２９ページの２項３目１節児童福祉負担金の保育料の未納分です。 

 １５款使用料及び手数料は、調定額２億８,９９３万７,０００円余に対し、収入

済額２億３,５６６万５,０００円余、収入未済額は５,４２７万２,０００円余です。

収入未済額につきましては、３１ページの１項７目２節町営住宅使用料の未納分と

なっております。 

 ３２ページをお願いいたします。 

 １６款国庫支出金２１億１,８２６万４,０００円余の主なものは、１項３目民生

費国庫負担金の１節児童手当負担金３億７,１７４万１,０００円余、２節児童福祉

費負担金３億９,８４１万９,０００円余、５節心身障害者保護費負担金４億４,３２

２万１,０００円余です。 

 ３４ページをお願いします。 

 １項４目衛生費国庫負担金の１節保健衛生費負担金４,２０８万９,０００円余

で、このうち４,０８６万１,０００円余は、新型コロナウイルスワクチン接種対策

費負担金です。 

 ２項２目総務費国庫補助金の１節総務費補助金４億８,３５２万円余で、このうち

の４億６,７７５万８,０００円余は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金です。 

 ２項３目民生費国庫補助金の２節児童福祉費補助金１億１,４１１万５,０００

円。 

 ２項４目衛生費国庫補助金の１節保健衛生費補助金５,６３８万６,０００円で、

このうちの５,３５９万３,０００円は、新型コロナウイルスワクチン接種確保事業

費補助金です。 

 ３６ページをお願いします。 
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 主なものは、１項３目民生費県負担金の３節児童福祉費負担金１億６,４５３万

９,０００円余、５節心身障害者保護費負担金２億２,２２３万５,０００円余、４０

ページをお願いいたします。２項３目民生費県補助金の２節児童福祉費補助金１億

１,８０３万円余、４２ページをお願いします。２項５目農林水産業費県補助金の１

節農林水産業費補助金２億３９０万円余などです。 

 ４６ページをお願いします。 

 １８款財産収入は収入済額３,８３４万円余で、４年度より４７９万７,０００円

余の減です。 

 １９款寄附金は収入済額１億７,１６２万５,０００円余で、４年度より５,１６５

万６,０００円余の減です。減額の主な要因は、１項２目指定寄附金のふるさと応援

寄附金、企業版ふるさと応援寄附金、ガバメントクラウドファンディング寄附金の

減によるものです。 

 ４８ページをお願いします。 

 ２０款繰入金は収入済額５億４,９５１万円余で、４年度より２億９,７３９万６,

０００円余の増です。増額の主な要因は、前年度と比較し、地域振興基金繰入金が１

億１,７０４万２,０００円余の増、公共施設等整備基金繰入金が９,９００万４,０

００円余の増、ふるさと応援基金繰入金が７,１５１万１,０００円余の増となった

ことによるものです。 

 ５０ページをお願いします。 

 ２１款繰越金は収入済額６億２１２万５,０００円余です。 

 ２２款諸収入は収入済額２億１０８万６,０００円余です。収入未済額が１８万

５,０００円余となっています。これは、５２ページの３項５目高等学校等奨学金貸

付金収入の未済額１８万５,１００円です。この件につきましては、電話、文書、訪

問等による催促を行ったものの、５月末までには納付がなかったものです。 

 以上で、一般会計歳入の説明を終わります。 

 よろしくお願いいたします。 

 委 員 長  説明が終わりましたので質疑に移ります。 

質疑ございませんか。 

 （質疑なし） 

 委 員 長  質疑はないようです。 

これで質疑を終わります。 

 これから、認定第１号、令和５年度筑前町一般会計歳入歳出決算の認定について

を採決します。 

 これにご異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 委 員 長  認定第１号は認定することに賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 委 員 長  挙手多数です。 

 したがって、認定第１号は認定すべきものと決定しました。 

 令和５年度一般会計歳入歳出決算の認定が終了しました。 

 散  会  

 委 員 長  本日はこれで散会します。 

 あしたは午前１０時から会議を開きます。 

９時３０分までに議員控室にご集合ください。 

 お疲れさまでした。 

（１４：４３） 


